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概概概概            況況況況    
 
はじめに 

 財団法人大阪科学技術センターは昭和35年に、産業界を中心に各界の総意で設立され、半世紀にわたり、

わが国科学技術水準の向上に寄与すること、及び関西産業発展の基盤の強化に資することを目的に、科学

技術の振興に関する諸事業及び地域開発の促進に関する事業を総合的かつ効率的に推進してきた。 

わが国では、世界規模での経済危機からの脱却が進まない中で発生した東日本大震災への対応、及び地

球温暖化や少子高齢化社会への対応なども含め、経済・社会の両面において、更なる構造変化に対応して

いかなければならない状況が迫りつつある。 

当センターにおいても、新規事業の検討や公益法人制度改革への対応など課題の対応を進める中、産業

界を始め、学界、国、自治体など関係各位のご賛同・ご協力を得ながら、所期の事業目標を達成すること

ができた。 

 当センター創立 50 年という節目を迎え、大阪科学技術館において昭和 38 年に開館以来、来館者数 1000

万人を達成するなど、長期にわたり実施してきた公益事業実績の紹介、及び更なる公益事業の継続・拡充

を期した次世代層を対象としたイベント等、「人と科学のかけはしに」をキャッチフレーズにした創立 50

周年記念事業を実施した。 

 

[事業概要］ 

Ⅰ．普及広報事業 

わが国の科学技術水準の向上に寄与することを目的に、科学技術人材育成の役割推進として、青少

年をはじめ広く一般市民を対象に、科学技術に関する正しい知識と科学技術の果たす役割について普

及広報を行った。長年培ってきた知見を活かし、大阪科学技術館の企画・運営をはじめ、教育機関、

子供会、女性会等幅広い層に対して各種活動を通して、積極的に活動を展開した。 

特に、大阪科学技術館は、昭和 38 年に開館以来、来館者数 1000 万人を達成し、それを記念したセ

レモニーを行った。 

 

Ⅱ．技術振興事業 

当該事業に関しては、関西産業発展の基盤の強化に資することを目的に、国の科学技術基本計画や

産業界のニーズ等に機動的に対応しながら、各種技術分野において産学官等の連携による研究コミュ

ニティを形成して、技術に関する情報交流、調査研究、共同研究開発、中堅中小企業を対象とした技

術支援などの各種技術振興活動を展開してきている。今年度は特に、新たな研究会活動のスタートや

国の受託事業など新規事業を積極的に展開した。加えて、創造的科学技術の振興に向けて、研究者の

インセンティブとなる大阪科学賞を授与した。 

また、活動成果については、できるだけ広く情報発信に努めた。とりわけ科学技術政策提言として、

各界のご意見等を踏まえ「第 4 期科学技術基本計画策定に対する要望書」を取り纏めて、内閣府に提

出した。 
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Ⅲ．ニューマテリアルセンター事業 

わが国産業界の国際競争力向上に資する観点から、国家施策に沿った事業として金属系新素材の標

準化とそれに関連する研究開発を推進している。標準化事業に関しては、金属系新素材標準化のナシ

ョナルセンターとしての社会的使命と責任を果たすべく国際標準化に重点を置いて進めた。 

 

Ⅳ．地域開発促進事業 

関西地域を中心とする地域開発・地域活性化を目的に、国及び地方自治体の地域開発計画や産業界

ニーズに機動的に対応しながら、地域における科学技術・産業基盤の強化や地域活性化に関する情報

交流、調査研究、提言、普及啓発等を展開した。 

 

Ⅴ．ビル利用促進事業 

大阪科学技術センタービルは当財団の基本財産であり、その運用益が公益的事業の財政基盤となっ

ている。当ビルは、科学技術の振興に係わる事業を行う機関としての役割を担うなど公共性の高い施

設であるため、科学技術関連の入居団体および、関係諸団体と連携し、一層のビル利用促進を積極的

に推進した。 

 

Ⅵ．総合企画活動 

科学技術振興の政策提言及び賛助会員を始めとした関係諸団体との連携強化など、当財団事業推進

のための基盤整備に関わる総合企画活動を展開した。 

創立 50 周年を迎えるにあたり、「人と科学のかけはしに」をキャッチフレーズにして、記念式典

の開催、記念誌の発行、及び次世代層を対象としたイベント「夢の科学アイデアコンテスト」、「夢

の科学フェスティバル」の開催などの記念事業を実施した。 

 

 なお、事業推進にあたっては、事業分野ごとに設置した委員会等に産学官の各界の専門家を委員として

迎え、意見を踏まえながら事業計画を立案し、実施した。また、事業実施にあたっては、職員自ら原則実

施しているが、一部事業については産業界、学界の人的な協力を得るとともに、一般のボランティア等の

ご協力も得ながら実施した。国等受託事業以外の自主事業については、賛助会費や基本財産からの収益な

どの自主財源をあてるとともに、事業ごとに産業界等から資金的な協力を得て実施した。 
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ⅠⅠⅠⅠ    普普普普    及及及及    広広広広    報報報報    事事事事    業業業業    

 
青少年をはじめ、広く一般市民を対象に、科学技術に関する正しい知識と科学技術振興 
の重要性について理解を深めることを目的に、大阪科学技術館を核として、様々な広報活動
やエネルギーに関する普及啓発活動等、幅広く事業を展開した。 
特に 8月 20 日には、1963 年の大阪科学技術館開館以来、来館者数 1000 万人達成を記念し、
来館者 1000 万人達成セレモニーを行った。また、エネルギー広報活動では、小・中学生、
教職員を対象とした出前実験教室等、教育機関との連携を更に強化して事業に取り組んだ。 
 

＜委員会活動＞ 

１．普及広報委員会 

・委員長：古寺 雅晴  日立造船(株)技監 

・産業界 23 名、団体 5名、報道機関 7名 

・第 65回普及広報委員会(11月 19日) 

平成 22年度上期 普及広報事業報告について 

       平成 23年度（第29回）大阪科学技術館改装計画について 

     ・第 66回普及広報委員会(3月 4日) 

平成 22年度 普及広報事業報告について 

  平成 23年度 普及広報事業計画について 

      平成 23年度（第29回）大阪科学技術館改装計画について 

・普及広報委員会見学会(11月 19日～11月 20日)(展示部会・広報部会との合同) 

(1)展示部会 

・部会長：河井 義弘  日立造船(株)総務・人事部 広報グループ長 

・（6 月まで）産業界 22 名、団体 5名  (7 月から)産業界 21 名、団体 5名 

      ・第 88回展示部会(10月 29日) 

      平成 22年度 上期展示事業報告について 

平成 23年度(第 29回)大阪科学技術館改装計画について 

・第 89回展示部会(2月 25日) 

        平成 22年度 展示事業報告について 

平成 23年度 展示事業計画について 

            平成 23年度(第 29回)大阪科学技術館改装計画について 

・展示部会見学会(11月 19日～11月 20日)(普及広報委員会・広報部会との合同) 

(2)広報部会 

・部会長：岡田 重樹  関西電力(株)地域共生・広報室 広報企画グループ部長 

・産業界 8名、団体 1名、報道機関 1名 

・第 68 回広報部会(11 月 5 日) 

平成 22年度上期広報事業報告について 
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・第 69 回広報部会(2 月 28 日) 

 平成 22 年度広報事業報告について 

平成 23年度広報事業計画について 

     ・広報部会見学会(11月 19日～11月 20日)(普及広報委員会・展示部会との合同)      

 (3)エネルギー広報対策特別部会 

・部会長：八嶋  康博   関西電力(株) 執行役員 地域共生・広報室長 

・産業界 5名、団体 1名、官界 1名 

・第 61 回エネルギー広報対策特別部会(9 月 28 日) 

平成 22年度エネルギー広報事業上期報告について 

・第 62 回エネルギー広報対策特別部会(3 月 3日) 

  平成 22 年度エネルギー広報事業報告について 

平成 23年度エネルギー広報事業計画について 

 ・エネルギー広報対策特別部会見学会(9 月 28 日～9 月 29 日) 

 

＜活動内容＞ 

１．大阪科学技術館の企画・運営 

(1)展示活動 

 本年度の展示活動は、平成21年度に引き続き、統一テーマ「科学技術でひらこう、地球のあした」の下に、6

月までは 22 社 6団体、7月から 21 社 6団体の協力を得て、一般市民、青少年を対象に科学技術、産業技術の果

たす役割について正しく理解を深めるため展示公開を行った。 

 

① 統一テーマ 

    「科学技術でひらこう、地球のあした」 

② 大阪科学技術館愛称 

        「てくてくテクノ館」 

③ 開館時間 

    平日・土曜   10：00～17：00 

    日曜特別開館  毎月第2・4日曜日 10：00～16：30 

    休  館  日   日曜・祝日（上記を除く） 

            但し、団体見学に関しては早朝・夜間の時間外も開館。 

       臨時休館日      5月 1日（土) ビル休館日 

8月 12日（木）～ 8月 16日（月)夏休み（盆休み） 

                12月 28日（火）～1月 3日（月)年末年始 

④ 出展者数        22社 6団体   27ブース（6月まで） 

           21社 6団体    26ブース（7月から） 

 

⑤新規出展    音羽電機工業㈱   Ｃ区分（4月から） 

⑥出展辞退       武田薬品工業（株)  Ｃ区分（6月まで） 

⑦展示テーマ及び出展会社名・団体名  
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 展 示 テ ― マ 会社・団体 

1 
エネルギー・チャレンジ・ツアー 

エネッチャ！                            

関西原子力懇談会 

関西電力㈱ 

2 見えないものを、見えないもので、見る    非破壊検査㈱ 

3 鉄のできるまで                          住友金属工業㈱ 

4 21世紀のエネルギー「天然ガス」        大阪ガス㈱ 

5 
地球と人のために－地球温暖化ガスの削減と水

資源の有効活用  

日立造船㈱ 

6 
産総研って何だろう 体験しよう 

「空間マウス」＆「3Dシアター単位の迷宮」   

(独)産業技術総合研究所 

7 
地球にやさしい環境技術 

～ごみを燃やして電気をつくる～          

㈱プランテック 

9 
建築物、高さへの挑戦 

～古代ピラミッドから現代超高層建築まで～    

㈱大林組 

10 アトミック・パワー・イン・ふくい        日本原子力発電㈱ 

11 まさつ０（ゼロ）への道のり              ＮＴＮ㈱ 

12 暮らしに役立つディーゼルエンジン        ㈱クボタ 

13 宇宙開発最前線                          (独)宇宙航空研究開発機構 

14 海から地球を探る                        (独)海洋研究開発機構 

15 ようこそ雷の世界へ 音羽電機工業㈱ 

16 アモルファスって何？                    利昌工業㈱ 

17 未来をひらくプラズマ技術                ㈱三社電機製作所 

19 ぶんせき～見えないモノからわかるコト～  ㈱堀場製作所 

20 アトミックワールドへようこそ！          (独)日本原子力研究開発機構 

21 多目的コーナー (財)大阪科学技術センター 

22 暮らしの安全を守る顔認識技術            ㈱東芝 

23 豊かな明日を支える液晶技術              シャープ㈱ 

24 
Nature Contact 

～みんなで地球の未来を考えよう！～    

㈱日立製作所 

25 パナソニック エコアイディア ワールド    パナソニック㈱ 

26 空気を分離する              宇部興産㈱ 

27 宇宙の神秘を探る                        三菱電機㈱ 

29 エネルギー情報コーナー                  (財)大阪科学技術センター 

30 特別展示コーナー                        (財)大阪科学技術センター 

31 
緑あふれる環境づくり 

－私たちの緑化技術が夢をかなえます      

㈱竹中工務店 

32 出展者情報コーナー                      (財)大阪科学技術センター 

 インフォメーションコーナー (財)大阪科学技術センター 

 

＊ 未来へ向けた薬づくり    武田薬品工業㈱ 

＊22 年 6月末日まで 
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⑧ 入館者状況（目標 年間 24万人） 

   見 学 者 数   平成21年度 

 一 般 見 学 者    168,165名    178,570名 

 団 体 見 学 者     18,620名    14,987名 

 催 事 参 加 者     34,370名      20,459名 

       計      221,155名     214,016名 

             

⑨ 開館日数 

  開 館 日 数  

 

 

 

（1日平均708人） 

 通常開館日数 

   （時間外開館日数） 

   288日 

   （3日） 

 休日開館日数    24日 

         計    312日 

 

(2)見学者サービス活動 

 ①一般サービス活動 

1) インフォメーションコーナー設置 

      ・パソコン 1 台を設置し、インターネット・電子情報による出展者紹介、並びに出展内容に関連し

たサイトへのアクセス、エネルギー関連情報の検索、カタログの自由配布等、情報提供を行った。 

      ・来館記念サービス（テレビプリンターによる16分割写真等の実演） 

2) 「テクノ君の健康くらぶロボット」の設置 

       館内で身長・体重・バランス感覚・敏捷性・握力・ジャンプ力を測定し、体力年齢を算出するロボ 

ット 6台を設置 

3) 「サイエンス・マルチメディア・システム」の設置 

       ・映像情報コーナー 

         出展者の技術・製品開発等の成果を紹介(10社 5団体)した。 

      ・パソコン工房（2台） 

               科学技術の紹介及びパソコンゲームの提供 

4) 新技術・新製品紹介コーナーの設置 

           1階エレベータホール前に電照板10面を設置し、新技術、新製品の紹介を行った。 

5) ミニ水族館を1階リフレッシュスペースに、「クリオネ」観賞用水槽並びに「プラナリア」を2階

てくてくテクノウォーターフレンズに設置・紹介した。 

6) ヒストリーパネル「新技術への挑戦」の設置 

     出展企業・研究機関等の技術開発のエピソードや開発の歴史の紹介を行った。 

7) 来館者スタンプ（ポイント制）制度の設置とコレクターバッチの作成 

        リピーターの来館者を増やす為、小・中学生を対象に、来館者に5個のスタンプがたまったら 

テクノくんのコレクターバッチを渡すなど、来館者サービスを図った。 

8) 大阪科学技術館の名刺の作成 

        ＱＲコードを入れた館の紹介カード（名刺サイズ）を作成し、ＰＲを図った。   

9) 特別展示コーナーの設置 

     ・サイエンス・メイト行事写真展示と販売「ドキドキ写真展」（4月 25日～5月 1日） 

     ・原子力ポスターコンクール作品応募の受付（7月 1日～8月 31日） 

・第 7回高校化学グランドコンテストパネル展（11月 19日～1月 18日） 
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10) 多目的コーナーの設置 

      ・特別展「靱公園～いのちの森～のものがたり」（4月 19日～5月 29日） 

      ・科学技術における「美」パネル展（6月1日～7月 31日） 

      ・特別展「鉄をつくり、未来をつくる 住友金属」（8月 3日～9月 30日) 

・「宇宙の日」記念行事 小中学生作文・絵画入選作品展（10月 2日～11月 30日） 

・特別展「みんなのくらしを支えるパワーエレクトロニクス」㈱三社電機製作所 

（12月1日～2月3日） 

・原子力ポスターコンクール受賞作品展（2月 4日～3月 31 日） 

11) 出展者情報コーナーの設置 

       ・社会に役立つ最新の科学技術・産業技術を、出展者（企業・団体）のタイムリーな情報を提供し、 

わかりやすく来館者に紹介した。  

      Vol.4 ㈱堀場製作所（非接触温度計測）4月 1日～6月 30日 

      Vol.5 ＮＴＮ㈱（ベアリング）7月 1日～9月 30日 

Vol.6 三菱電機㈱（反射望遠鏡、光学望遠鏡）12月 1日～1月 31日 

Vol.7 利昌工業㈱（押さえて作るプラスチック）2月1日～3月 31日 

12) 見る！知る！実感！サイエンス実験広場の開催  

           ・平成 22年 6月 27日（日）13：30～16：00 

          参加人数：87名 

         ｲﾍﾞﾝﾄ内容：実験教室（磁石物語） 

      ・平成 22年 8月 22日（日）10：00～16：30 

         参加人数：95名 

         ｲﾍﾞﾝﾄ内容：ワクワク実験隊「鉄の不思議教室」 

      ・平成 22年 9月 26日（日）11：00～16：00 

         参加人数：約100名 

         ｲﾍﾞﾝﾄ内容：テーブル実験（原子力発電環境整備機構 実験イベント） 

・平成23年 3月 27日（日）10：00～16：30 

参加人数：35名 

         イベント内容：お話し体験会「パソコンの内がわをのぞいてみよう！」 

 

13) 日曜特別開館に伴う「サンデー・サイエンス・スペシャル」イベント 

            ・平成 22年 4月 11日（日）10：00～16：30 

            入館者数：     872名  

            ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（運試し？おもちゃ） 

                  場    所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

       ・平成 22年 4月 25日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     1,626名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：サイエンス・メイトフェスティバル2010 

                  場    所：大阪科学技術館内及び大阪科学技術センタービル地下1階、靱公園 

            ・平成 22年 5月 9日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     630名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（アメリカンフラワー） 

                  場    所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

            ・平成 22年 5月 23日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     1,602名  
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                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（アメリカンフラワー） 

         場    所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

       ・平成 22年 6月 13日（日）10：00～16：30 

            入館者数：     891名  

            ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（輪ゴムでシューティング） 

                  場    所：1階入口横 

・平成22年 7月 11日（日）10：00～16：30 

            入館者数：     790名  

            ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（スクリューヘリコプター） 

                  場    所：1階入口横 

       ・平成 22年 7月 25日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     832名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（スクリューヘリコプター） 

                  場    所：1階入口横 

            ・平成 22年 8月 8日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     782名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：観察＆工作教室（真夏の氷の花） 

                  場    所：1階入口横 

            ・平成 22年 9月 12日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     1,101名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（パックンヘビ） 

                  場    所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

            ・平成 22年 9月 26日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：     955名  

                  ｲﾍﾞﾝﾄ内容：工作教室（パックンヘビ） 

                  場    所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成22年 10月 10日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：869名 

                  イベント内容：工作教室（のぞいてコップ） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

            ・平成 22年 10月 24日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：1,294名  

                  イベント内容：工作教室（のぞいてコップ） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成22年 12月 12日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：685名 

                  イベント内容：工作教室（小さな映画館） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

            ・平成 22年 12月 26日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：507名 

                  イベント内容：工作教室（小さな映画館） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成23年 1月 9日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：1,007名 
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                  イベント内容：工作教室（ロケット風船） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成23年 1月 23日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：947名 

                  イベント内容：工作教室（ロケット風船） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成23年 2月 13日（日）10：00～16：30 

                  入館者数：886名 

                  イベント内容：工作教室（ビックリ人形） 

                  場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成23年 2月 27日（日）10：00～16：30 

入館者数：994名 

                  イベント内容：工作教室（ビックリ人形） 

場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

・平成23年 3月 13日（日）10：00～16：30 

入館者数：710名 

                  イベント内容：工作教室（すりぬけるふしぎな壁） 

場  所：1階エレベータ奥 プランテックブース前 

14）50周年記念事業「夢の科学フェスティバル」 

・平成22年 11月 13日（土）～14日（日）10：00～17：00 

          参加人数：5,555名 

         イベント内容：ロボット展示、サイエンスライブショー、今と昔の電化製品展、未来の乗り物大

集合、工作教室等 

・平成22年 11月 27日（土）～28日（日）10：00～17：00 

          参加人数：6,825名 

         イベント内容：ロボット展示、サイエンスライブショー、今と昔の電化製品展、未来の乗り物大

集合、工作教室等 

15）クイズラリーの実施 

      ・春休みの特別イベントとして、クイズラリーを行い、出展機関提供のノベルティを進呈した。 

       期  間：平成22年 4月 1日(水)～11日(日) 

       対  象：小学生以下 

       参加者数：298名 

      ・夏休みの特別イベントとして、クイズラリーを行い、出展機関提供のノベルティを進呈した。 

       期  間：平成22年 7月 24日(土)～8月 31日(火) 

       対  象：小学生以下 

       参加者数：1,016名 

・冬休みの特別イベントとして、クイズラリーを行い、出展機関提供のノベルティを進呈した。 

       期  間：平成22年 12月 24日(金)～平成23年 1月 9日(日) 

       対  象：小学生以下 

       参加者数：174名 

・春休みの特別イベントとして、クイズラリーを行い、出展機関提供のノベルティを進呈した。 

       期  間：平成23年 3月 25日(水)～4月 10日(日) 

       対  象：小学生以下 

       参加者数：303名（3/25～3/31の実績） 
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  ② 団体見学者サービス活動 

1)  映画、講座、科学実験セットコースの実施件数 

         映画コース（Ｂコース) 21件     ◎参考：見学のみ(Ａコース)194件 

           講座コース（Ｃコース)  8件             （内、班別入館   56件） 

 月 日 テ ー マ 講   師 対   象 

1 
6月17日 

(木) 
ここまでできる建築技術 

広田 勝  氏 

㈱大林組 

私立開智中学校・高等学校 

理数系コース 

2 
7月13日 

（火） 
宇宙の神秘 

阪本 成一 氏 

(独)宇宙航空研究開発

機構 

大阪市立咲くやこの花 

高等学校 

3 
7月22日 

（木） 

がんとは何か？ 抗がん

剤とがん細胞の戦い 

藤澤 美穂 氏 

武田薬品工業㈱ 
京都府立福知山高等学校 

4 
9月7日 

（火） 

小惑星探査機「はやぶさ

」の挑戦 

阪本 成一 氏 

(独)宇宙航空研究開発

機構 

大阪大学 

理学研究科技術部 

5 
9月8日 

（水） 
エネルギーの現状と課題 

上田 聡 氏 

関西電力㈱ 
㈱パシフィックソーワ 

6 
10月13日 
(水) 

「植物の多様性・バイオ

テクノロジーと食品産業

のかかわり」 

 阿部 一博 氏 

大阪府立大学大学院 
秋田県立本荘高等学校 

7 
11月10日 
(水) 

「企業が今求めるＳＥの

人材とは」 
石倉 理有 氏 

㈱堀場製作所 
仙台高等専門学校  

 情報ネットワーク工学科 

8 
11月18日 
(木) 

「液晶の原理と3Ｄの液晶

技術」 
小林 真樹 氏 

シャープ㈱ 
山形県立新庄神室産業 

高等学校 

科学実験コース（Ｄコース)62件 

       (極低温のコース 19件、電気のコース 32件、空気のコース 4件、力のコース 3件、 

電気Ⅱのコース 4件、波のコース 0件） 

館ホームページにおいて実験コース(6 コース)を紹介するとともに、科学実験コースの参加者に

実験解説書を配布した。 

2) 館ホームページで事前学習に活用できるワークシートを紹介するとともに、団体見学者にワークシー 

トを紹介・配布を行った。 

3) 時間外(早朝・夜間)開館実施日数 

            時間外開館日数 3日 

4) 2階インフォメーションコーナーにグループ別行動の見学者に対し、市内見学スポットの紹介を 

行った。 

 

(3)見学者誘致活動 

    ①アンケートの実施 

     来年の改装に向けて来館者を対象としたアンケートを行い、館へのニーズ等詳細な調査を行った。 

      期  間：平成22年 7月 24日（土）～8月 31日（火） 

      回答者数：青少年 703名、一 般 223名 

    ②催事開催時、パンフレット・リーフレットの配布 

    ・巡回講座（20回開催)                          約    700部 
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    ・科学技術週間行事                             約  1,000部 
    ・サイエンス・メイト(11回実施)                                      約   330部 

       ・ティーチャーズスクール(7回実施)                                    約   130部 

    ・エネルギー教室(中学生対象・13回実施)                              約  1,300部 

       ・「おもしろい！なんでだろう？サイエンスラボ」（聴覚支援学校対象7回実施)  約    350部 

    ・文部科学省「子ども霞ヶ関見学デー」工作教室                    約   100部 

     ③修学旅行・社会見学等の団体見学者誘致 

1) 修学旅行誘致（小・中・高校生） 

     ・地方旅行業者、教育委員会、学校に対して、郵送によりパンフレット・リーフレット他を      

配布し、団体誘致を行った。 

2) 社会見学誘致 

     ・小学校、中学校、高等学校、各種学校、専門学校へ誘致 

      近畿の各学校及び教育関係機関、旅行業者に対し、パンフレット・リーフレット他を配布し、団体 

誘致を行った。 

     ・子供会、女性会等にパンフレット、リーフレットを配布し、団体誘致を行った。 

3) 館ホームページにて誘致 

          ・団体見学者向けのコンテンツを充実させるとともに、館ホームページ上で見学申し込みを      

行った。 

   ④一般見学者誘致 

    1)アナウンスによる誘致（12:05、12:15、12:30）1日 3回館内放送 

    2)センタービル内7ヵ所に館ＰＲパネルの設置（8階、4階、地下1階） 

    3)館ＰＲサインの設置  

     ・サインボードの設置（駐車場北側） 

     ・サインボードの設置（駐車場北側）スポットライトの設置 

     ・サイン付街灯の設置（駐車場入口南側） 

     ・ソーラーサインボードの設置（駐車場入口北側） 

     ・壁イメージサインの設置（ビル東側外壁面） 

     ・1階、2階北側シャッター面のイメージサインの設置 

     ・案内表示イメージサインの設置（リフレッシュスペース壁面） 

     ・大阪科学技術館とテクノくんのサイン設置（屋上西側） 

     ・大阪科学技術館サイン設置（ビル1階西南側、西北側）の設置  

         ・大阪科学技術館1～2階への階段壁面装飾及びスポットライトの設置 

         ・テクノくんモニュメントの設置（1階ピロティ） 

     ・大阪科学技術館サイン設置（ビル西南側外壁面Ⅰ・Ⅱ） 

     ・大阪科学技術館正面玄関シール装飾 

     ・大阪科学技術館サイン設置（2～3階間南側壁面） 

         ・1階アコーディオンカーテン壁面装飾 

    4)地下鉄四ツ橋線本町駅構内2カ所に大阪科学技術館広報看板掲示 

    5)館パンフレット・リーフレット等の設置場所 

     ・サイエンス・サテライト  ・きっづ光科学館ふぉとん 

     ・大阪市ビジターズインフォーメーションセンター 

            ＜JR大阪駅、JR新大阪駅、JR天王寺駅、JR難波駅＞ 

     ・大阪市立生涯学習センター（梅田、難波、弁天町、阿倍野、城北）・大阪城天守閣観光案内所 

・南港フェリー埠頭観光案内所・大阪市立科学館  
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    ・交通科学博物館       ・大阪歴史博物館       ・ピースおおさか 

    ・神戸市青少年科学館      ・淀川資料館                 ・通天閣 

    ・国立国際美術館       ・大阪府立中之島図書館    ・西区民センター 

    ・大阪市立中央図書館他大阪市立図書館23館 

    ・大阪市教育センター     ・大阪府自然史博物館     ・大阪府教育センター 

    ・大阪市立クラフトパーク   ・大阪市こども文化センター  ・大阪産業創造館 

・サントリーミュージアム   ・なにわの海の時空館     ・地下鉄御堂筋線「本町駅」 

・地下鉄四ッ橋線「本町駅」  ・地下鉄御堂筋線「梅田駅」  ・地下鉄谷町線「東梅田駅」 

・リーガロイヤルホテル    ・ニューオリエンタルホテル  ・ANAクラウンプラザホテル大阪 

・シティルートホテル     ・ホテルサンライフ      ・リーガ中之島イン 

・パークホテル臨海      ・大阪キャッスルホテル    ・アパホテル御堂筋本町駅前 

・アパヴィラホテル淀屋橋  ・アパホテル大阪肥後橋駅前 

・京都市青少年科学センター ・クリエイション・コア東大阪 ・京都市文化博物館 

・パナソニックセンター大阪 ・松下幸之助記念館      ・松下幸之助歴史館 

・松下資料館        ・大阪ガス ガス科学館    ・姫路ガスエネルギー館 

・シャープ歴史・技術ホール  ・大阪観光コンベンション協会 

                    以上、81カ所 

6)テレビ、新聞、雑誌等マスメディアによる広報 

     ＜テレビ・ラジオ＞ 

      NHKおはよう関西（平成22年 8月 21日（土）） 

      NHKウィークエンド関西（平成22年 8月 21日（土）） 

Kiss FM「Vandys what’s going on」（平成22年 8月 29日（日）） 

      ＜新聞掲載記事＞ 

       週刊 大阪日日新聞（平成22年 4月 17日～30日号） 

      鉄鋼新聞（平成22年 4月 9日号） 

      読売新聞（平成22年 5月 15日号朝刊） 

日刊日本金属通信（平成22年 8月 11日号） 

      読売新聞（平成22年 8月 21日号朝刊） 

      朝日新聞（平成22年 8月 21日号朝刊） 

      産経新聞（平成22年 8月 21日号朝刊） 

      日刊工業新聞（平成22年 8月 21日号） 

      大阪日日新聞（平成22年 8月 23日号） 

      日刊産業新聞（平成22年 8月 24日号） 

      日刊産業新聞（平成22年 8月 27日号） 

     

 ＜掲載誌＞ 

      2010年度版安心生活応援BOOK 

      関西ファミリーWalker 2010年 5月号 

ウインターアプローチ理科2年 

じゃらん関西・中国・四国版（2011年 3月号） 

      ＜インターネット＞ 

       ご家族向けのあそび場情報サイト「Ｖｉｖａ！Ｋｉｄｓ」（www.vivakids.jp/） 

       大阪府立中央図書館大阪近辺類縁機関案内（www.library.pref.osaka.jp/) 

       関西文化．Ｃｏｍ「関西文化の日」（www.kansaibunka.com/） 
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       Dokka!関西おでかけ探検隊 

       社会貢献教育ボランティアシステム「毎日学くん（近畿版）」（q-n.co.jp） 

     ＜広報誌等＞  

                   地下鉄沿線情報誌「オオサカシティネットワーク E＆E版」(6/15号、8/15号、10/15号、 
11/15号) 

地下鉄沿線情報誌「オオサカシティネットワーク」（2010年 11月号） 

        なかのしまのちず（京阪電車発行） 

Rich Walker（2010 年 10 月号） 

7)ＯＳＴＥＣホームページ内で館紹介 

          ＜http://www.ostec.or.jp/pop/＞  

アクセス件数 158，316件   

8)大阪観光コンベンション協会との連携 

      大阪観光コンベンション協会発行のメールマガジン「大阪コンベンションニュース」等に記事掲載

を行った。また、同協会が運営しているＷＥＢサイト「ＯＳＡＫＡ－ＩＮＦＯ ＯＳＡＫＡ ＴＯＲI 

ＳＴ ＧＵＩＤＥ」 (http://www.osaka-info.jp/jp/search/detail/course_142.html にて当館を紹

介して頂いた。 

9)サイエンス・サテライト、きっづ光科学館ふぉとんとの連携による動員誘致活動 

     きっづ光科学館ふぉとん、サイエンス・サテライト、当館パンフレットを相互に設置し誘致を図った。 

10)全国科学館連携協議会の参加 

近畿圏における全国科学館連携協議会へ参加し、加盟館との連携を図り動員対策、科学実験内容に

ついて情報交換を行った。 

 

(4)大阪科学技術館来館者数1,000万人達成セレモニー 

    日  時：平成22年 8月 20日(金)16：00～ 

    場  所：大阪科学技術館入口（大阪科学技術センタービル1階入口ホール)    

 

(5)地域共生活動 
西区ならびに近隣地域で開催される住民のコミュニケーションイベントに参加し、地域に親しまれる活

動を重点的に行い、地域住民ならびに展示出展者関連施設との連携強化を図った。 

   ・靱公園バラ祭 

    日  時：平成22年 5月 15日(土) 

    場  所：靱公園東園 

    内  容：工作教室「くるっと変身」 

    参加人数：65名 

   ・西区民まつり「文化の集い」 

    日  時：平成22年 11月 7日(日) 

    場  所：土佐公園 

    内  容：工作教室「くる～りスネーク＆コップ」 

    参加人数：100名 

   ・第 34回浪速区こどもカーニバル 

    日  時：平成23年 3月 13日(日) 

    場  所：浪速区民センター 
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    内  容：実験教室「力って何だろう」 

参加人数：70名 

・「オール電化フェア2010」(関西電力㈱和歌山営業所主催) 

日  時：平成22年 10月 30日(土)①11:00～11:30 ②14:00～14:30 

    場  所：有田川町地域交流センター 

    内  容：実験教室「空気の実験」 

参加人数：多数 

 

(6)館の防犯・警備・安全の強化 

  ・館内全域に監視カメラ計20台を設置し、事故防止及び警備体制並びに安全確保を図った。 

   また、ハードディスクによる館内画像記録を行い、館内の更なる安全確保を図った。 

 

(7)科学体験館 サイエンス・サテライトの企画・運営             （文部科学省受託事業） 

大阪科学技術館の企画・運営で培ったノウハウ等を活用して、当科学館の企画・運営を実施展開した。 

一般市民を対象にサイエンス・サテライトを無料公開し、図書や科学技術政策等資料の閲覧、インターネ

ット、ビデオ、参加体験型展示や実験・工作教室を通じて特に次世代層に対して科学体験を促進し、エネル

ギー・原子力・放射線などの科学技術の理解増進をはかる科学体験館の企画・運営を行い、夏休みには、閉

館記念行事として工作教室・実験ショーを実施し8月31日に閉館した。 

9 月から閉館に伴う原状回復工事に向けて展示物等の整理、撤去を行い、原状回復工事を 10 月より着手、

12月に完了、館の明け渡しを行った。 

・設置場所  大阪市北区扇町2－1－7 扇町キッズパーク3階  

    ・開館時間  10：30～17：30（土・日・祝 10：30～18：30） 

    ・休館日等  月曜日・火曜日（休日の場合は翌日のそれぞれ平日・8月は月曜日のみ休館）  

    ・閉館日   平成 22年 8月 31日(火)       

    ・開館日数  114日  

・入館料   無料 

・平成22年度入館者数 140,256名（団体見学7件 266名） 

・入館者数累計 4,107,248名（平成9年 12月 9日～平成22年 8月 31日） 

 

①実験・工作教室 16回 983名 

②アトムクイズ教室 6回 174名 

③もんじゅＤＡＹセミナー 3回 293名 

④特別展 3回 入館者数 32,228名 

⑤特別行事 2回 192名 

⑥閉館記念行事 

平成 22年 8月 31日をもって閉館するにあたり「エネルギー」をメインテーマに実験ショー、実 

験・工作教室等を開催し、入館者の動員をはかるとともに館内に設置の原子力、放射線、エネルギー 

に関する参加体験型の展示物の理解増進を図った。 8/27～29 入館者数：6,600 名 

⑦サイエンス・ミニ検定 参加者数 3,436名 

⑧「原子力展示物（エネルギーラボ）巡回展」平成21年 12月 23日～平成22年 8月 31日 
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  入館者数206,088名 

⑨ホームページ広報 

館行事案内、最新情報等の提供をタイムリーに行うとともに、実験教室等への参加申込ができ

るようにし、利用者の利便性と業務の効率性を図った。 

⑩周知活動 

館の活動および 8 月 31 日閉館の周知については、ホームページへの掲載、館内でのポスター

掲示、案内チラシの設置、自治体広報誌への掲載等を積極的に行い周知を図った。あわせて文部

科学省が実施するエネルギー教育支援事業について、館内に専用のコーナーを設けチラシを設置

するとともにホームページ等での周知を図った。 

⑪閉館に関する業務 

・閉館式の実施   平成22年8月31日（火） 館シャッター閉鎖と館内アナウンス 

                   出席者41名 当日来館者1,710名 

・原状回復工事実施  平成22年10月7日（木）着手12月24日（金）完了 

・館の明け渡し   平成22年 12月 28日（火） 

⑫業務評価委員会の開催   

業務内容、利用状況を調査し、関係者へのインタビューやアンケート等による検証を行い、外部有識者

で構成する業務評価委員会において評価を行った。        

（委員長 渥美 寿雄 近畿大学教授 産業界 1社､学界 1名）12月 2日（木）開催 1回 

 

 (8)きっづ光科学館ふぉとんの企画・運営    （日本原子力研究開発機構関西光科学研究所他受託事業） 

大阪科学技術館の企画・運営で培ったノウハウ等を活用して、当科学館の企画・運営を実施展開している。 

「光」をテーマに未来を担う子どもたちの「科学する心」を育み、また広く一般の方々の科学技術への

興味を喚起し、理解促進を図る目的で設置された科学館の企画・運営を行った。 

・設置場所    京都府木津川市梅美台8－1－6 

・開館時間    10:00～16:30 

・休 館 日    月曜日（月曜日が休日の場合は翌日）、年末年始 

・入 館 料    大人 300円、高校生200円、小中学生100円 

         （6歳未満の幼児と65歳以上の高齢者、学校教育活動での利用は無料) 

①入館者状況 

・入館者数     51,397人 

・映像ホール上映    754回 

・レーザーラボ実験   612回 

・工作教室       219回 

②館主催イベント                 5回  24,090名（延べ人数） 

③ふぉとんサイエンスクラブ行事  67回      958名（延べ人数） 

④支援事業 

1)(独)科学技術振興機構：サイエンスパートナーズシッププログラム・プランＡに関し、連携先機関とし 

て、木津川市立泉川中学校、木津川市立山城中学校2校に協力を行った。 

2)(独)科学技術振興機構：サイエンスパートナーズシッププログラム・プランＨに関し、連携先機関とし 

て、枚方市立長尾中学校に協力を行った。 
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3)(独)科学技術振興機構：地域活動支援事業 実験工作教室 4回 72名 

⑤事業協力 

・平成22年度「宇宙の日」記念行事「全国小・中学生作文絵画コンテスト」 （主催：文部科学省他） 

の実施にあたり、事前PR、募集、集計、審査、表彰等の協力を行った。 

・奈良県土木部道路・交通課の「リニア親子セミナー」の支援 

・京都府山城教育局の「やましろ未来っ子サイエンスクラブ」の支援 

・奈良市教育委員会等「教員研修」の支援 

⑥その他 

刊行物：ふぉとんＮＥＷＳ Vol.39～Vol.42 

青少年のための科学の祭典への出展：姫路大会 140名 

                                ：大阪大会 150名 

                        ：奈良大会  200名 

                                  ：京都大会  290名 

 

２．科学技術一般に関する広報活動 
一般市民や地域女性会などを対象に、最先端の科学技術を生活と関連させた分かりやすく親しみの持てる

形で発信し、サイエンス・マインドの育成とサイエンスファンづくりのため活動を展開した。特に今年度はよ

り一層、幅広い層に対して広報効果の高い活動を実施した。 

 

(1) 一般市民対象活動 

①巡回講座 統一テーマ「くらしに身近なサイエンス」 

1)講座の実施 20件実施  参加人数 679名 
 

回 月日 テ ー マ 講  師 対 象 場 所 
参加 

人数 

1 
5/29

（土） 

心と体を育む植物と食

資源の科学 
農学と食品学 そして

食育について 

大阪府立大学大学院 

阿部 一博 氏 
アミーゴ（Ⅱ） 

大阪市立阿倍

野市民学習ｾﾝﾀ

ｰ 
13名 

2 
6/8

（火） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター  

當 拓也 氏 

東大阪市地域婦

人団体協議会 

東大阪市立青

少年女性セン

ター 
24名 

3 
6/10

（木） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター  

道旗 久二 氏 
南住吉女性学級 

住吉区沢ノ町 
会館 

40名 

4 
6/17

（木） 

あなたの家は大丈夫～

家庭に大切な避雷器っ

て何ですか？～ 

音羽電機工業㈱ 
吉田 厚 氏 

新森小路女性 
学級 

新森小路小学

校多目的室 
48名 

5 
6/25

（金） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター 

田上 勝彦 氏 
明治女性会 明治連合会館 25名 

6 
7/1 

（木） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター 

田上 勝彦 氏 
北恩加島女性会 

泉尾浜公園 
集会所 

40名 
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7 
7/7

（水） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター 

田上 勝彦 氏 
日本橋女性学級 

日本橋連合会

館 
25名 

8 
7/14

（水） 
家電製品の安全・上手

な使い方 
パナソニック㈱ 
野崎 靖 氏 

三国女性会 三国センター 41名 

9 
7/23

（金） 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター  

道旗 久二 氏 

靱女性会 靱会館 21名 

10 
8/3

（火） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなどは大丈夫？～ 

大阪大学 

志賀 健 氏 
福島女性会 

福島コミュニ

ティセンター 
53名 

11 
9/10 

(金) 
健康な暮らしと電磁界 

大阪大学  

志賀 健 氏 
鶴見女性会 鶴見公民館 48名 

12 
9/17

（金） 

火災警報器つけていま

すか？～煙とＣＯから

身を守るために～ 

新コスモス電機㈱ 

嶋田 耕一 氏 
波除女性会 

波除老人憩い

の家 
32名 

13 
9/29

（水） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなどは大丈夫？～ 

近畿大学原子力研究所 

武部 啓 氏 
緑地域女性学級 

緑ふれあいの

家 
35名 

14 
10/13

（水） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなど大丈夫？～ 

近畿大学原子力研究所 

武部 啓 氏 
榎本女性会 放出会館 47名 

15 
10/15

（金） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなど大丈夫？～ 

大阪大学 

志賀 健 氏 

大阪市中央区 

桃谷女性部 
桃谷会館 45名 

16 
10/16

（土） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなど大丈夫？～ 

大阪大学 

志賀 健 氏 
西六女性会 西六福祉会館 37名 

17 
10/18

（月） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなど大丈夫？～ 

大阪大学 

山本 幸佳 氏 

野里女性会 

女性学級 
野里福祉会館 17名 

18 
11/10 

(水) 

地上デジタル放送受信

の前に知っておきたい

こと 

大阪府テレビ受信者支

援センター 

田上 勝彦 氏 

榎本女性会 放出会館 38名 

19 
12/13

（月） 

健康な食生活～有機農

作物残留農薬等につい

て～ 

大阪府立大学大学院 

阿部 一博 氏 
依羅女性学級 

依羅老人憩い

の家 
30名 

20 
2/4

（金） 

暮らしに身近な電磁界

～携帯・電子レンジ・

TVなど大丈夫？～ 

大阪大学 

山本 幸佳 氏 

守口市中学校 

理科部会 

守口市 

第一中学校 
20名 

 

②ＬＳＳ（レディース・サイエンス・セッション）の開催 

1)ＬＳＳ委員会 

  委員長：音田 昌子（くらしと文化研究所 主宰） 

  産業界：7名 学界 2名 官界 1名、その他3名 

・第 1回委員会(6 月 24 日) 

・第 2回委員会(7 月 27 日) 
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・第3回委員会(8月 30日) 

・第 4回委員会(10月 6日) 

・第 5回委員会(11 月 9 日) 

・第 6回委員会(2 月 4 日) 

・第 7回委員会(3 月 15 日) 

講師：電通㈱ 関西支社ＢＤＣ 松永 泉 氏 

生活者を知る技術「コンシューマーインサイトの発見」～広報のあり方を探る～ 

2)ＬＳＳ企画イベント 

      第 21回ＬＳＳ企画イベント 

テーマ ： 「ストレスと疲労」 

日 時  ： 2月 19日(土)14:00～17:00 

場 所  ： 大阪科学技術センター 大ホール 

タイトル ： あなたの疲れには理由が(わけ)がある ～疲労とストレスを科学する～  

主 催  ： (財)大阪科学技術センター/LSS（レディース・サイエンス・セッション） 

協 力  ： サントリーホールディングス㈱ ㈱オージースポーツ エイエスイー商事㈱ 

      ㈱疲労科学研究所 ㈱産業疲労特定検診センター 

参加人数： 241名 

講  師：  倉恒 弘彦 氏 

（関西福祉科学大学健康福祉学部健康科学科 教授／大阪市立大学 客員教授） 

音楽演奏：  ＲＥＩＫＯ 氏（バイオリニスト） 

実  演：  小橋 一貴 氏（㈱オージースポーツ トレーナー） 

・疲労科学研究所の脈波計機器を用いての疲労測定を実施。 

・香り体験としてエイエスイー商事のみどりの香り「グリーンリフレッシャー」を展示。 

 

③科学技術週間行事 標語『発見したいな  まだ誰も見つけてないこと』 

 （科学技術週間4/12～18） 

・サイエンス・メイトフェスティバル(4 月 25 日(日))             参加人数     1,626 名 

・サイエンス・カフェ 9講座実施(4 月 11 日(日)・4月 17 日(土))   参加人数     122 名 

・第 51 回科学技術映像祭入選作品 5作品上映(4 月 11 日(日)～17 日(土))館内入場者 2,473 名 

 

(2)青少年対象活動 

①サイエンス・メイト事業組織の拡充 

会員数：1,054名（新会員 245名） 

募集方法：現会員による友達紹介依頼、科学技術週間行事・大阪科学技術館団体見学の小学生・展示関

連催物見学者へのチラシ配布、ＨＰによる広報他、近隣小学校及び施設、大阪市インフォメーションセン

ターへ配布 

 

②サイエンス・メイト事業行事活動 

1)工作教室 4回       参加人数  58名 

2)実験教室 2回       参加人数 122名 
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3)実験・工作教室 2回     参加人数  57名 

4)野外活動（8月 4日～6日) 参加人数  35名 

5)見学会 1回          参加人数   51名 

6)施設見学会 1回       参加人数   43名 

③宇宙の日「全国小・中学生 作文絵画コンテスト」参加協力 

(主催：文部科学省、自然科学研究機構国立天文台、宇宙航空研究開発機構、日本科学未来館、 

(財)リモート･センシング技術センター、(財)日本宇宙フォーラム、(財)日本宇宙少年団、協力科学館） 

「宇宙の日」行事の一環として行われた作文絵画コンテストにおいて、当館では作文・絵画部門 19 名

を選定した。このうち作文・絵画部門の最優秀賞（計4点）は全国審査に上程し、作文部門では特別賞宇

宙開発担当大臣賞（2名）、絵画部門では(財)リモート･センシング技術センター理事長賞（1名）を受賞

した。 

＜大阪科学技術館の各賞＞ 

 作文の部（応募数8点） 絵画の部（応募数111点） 

 小学生の部 中学生の部 小学生の部 中学生の部 

最優秀賞 
長谷川 雄哉 （3年） 
（特別賞宇宙開発 

担当大臣賞） 

岡田 智実（2年） 
（特別賞宇宙開発 

担当大臣賞） 

藤井  円花 （4年） 
木本小百合  （2年） 
(ﾘﾓｰﾄ・ｾﾝｼﾝｸﾞ技術 

ｾﾝﾀｰ理事長賞) 

優 秀 賞 井川   洋 （6年） 中井 裕貴（3年） 
佐々木 陽莉 (2年) 

久保 美沙貴 (4年) 

西   鞠乃  （2年) 

朝谷  由惟  （3年） 

佳  作 

  松尾  勇輝 （2年） 

岩田  龍哉 （3年） 
井川   涼 （3年） 

 

矢田  知咲  (1年) 

高野  朱里  (3年) 
四倉   遥   (3年) 

橋本 絵里奈 （2年） 

廣岡 明香理 (2年) 
小林 沙央里 （3年) 

 

 

④大阪府学生科学賞への後援協力 

  ⑤ものづくり日本！第13回技術教育創造の世界「エネルギー・利用」技術作品コンテストへの後援協力 

 

(3)聴覚支援学校での出前実験教室「おもしろい！なんでだろう？サイエンスラボ」の実施    

聴覚支援学校において、学校では体験できない発展的な理科の授業として、科学実験・工作を行った。

子ども達がより理科や科学に興味や関心を持ち、社会生活をしていく上でより意義深い経験の場となる実

験教室を実施した。 

  〔大阪府立堺聴覚支援学校〕      （7月 21日)    参加人数   130名 

  〔奈良県立ろう学校中学部〕      （8月 23日)    参加人数    37名 

  〔大阪市立聴覚特別支援学校小学部〕 （9月 29日)    参加人数  33名 

    〔京都府立聾学校中学部〕      （12月 14日)    参加人数  23名 

    〔奈良県立ろう学校小学部〕      （12月 15日)    参加人数  60名 

       〔兵庫県立神戸聴覚特別支援学校〕  （12月 21日)    参加人数   59名 

 

３．エネルギーに関する広報活動 

次世代層、教職員を中心とした各層に対し、エネルギーに関する教育・学習の機会の充実を図るため、出

前授業、講演会等をニーズに合わせて実施し、適切な情報をきめ細かく提供し、エネルギー問題に対する意識
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喚起、理解増進活動を効果的に展開した。 

特に、今年度は学習指導要領改訂に対応すべく教育機関と連携したエネルギー情報提供に力を入れた。 

 

(1)意見交流活動 
オピニオンリーダーとエネルギーについての意見交流のための懇談会の実施やエネルギー広報の具体的

方策等の検討を行った。 

①エネルギー懇談会(3月3日) 

  「最近の新エネルギー政策について」 

（財）地球環境産業技術研究機構 

理事・地球環境産業技術研究所長 山地 憲治 氏 
②企画立案検討会 

・第 44 回企画立案検討会(9 月 22 日) 

平成 22年度エネルギー広報事業上期報告について 

     ・第 45回企画立案検討会(3月 3日) 

            平成 22年度エネルギー広報事業報告について 

      平成 23年度エネルギー広報事業計画について 

     ・見学会 (2月 1日)           

 

(2)ニーズに合わせたエネルギー情報の発信、提供活動 

出前授業、教職員向け情報提供活動およびニーズに合わせた見学会、講習会等によるエネルギー広報活

動を実施した。 

①教育機関におけるエネルギー広報活動 

1)中学校での活動（エネルギー教室の実施） 

学校授業の一つとして、エネルギーに関する出前授業を各学校に訪問し、行った。 

〔柏原市立堅下北中学校〕        (6月 23日)          参加人数  141名 

〔羽曳野市立高鷲中学校〕        (7月 6日)           参加人数   52名 

〔枚方市立長尾中学校〕          (8月 31日)          参加人数   28名 

〔大阪市立桜宮中学校 1年生〕      (9 月 21 日)        参加人数 126 名 

〔大阪市立桜宮中学校 2年生〕      (9 月 22 日)         参加人数 140 名 

〔岸和田市立山滝中学校 1年生〕     (12 月 17 日)        参加人数  50 名 

〔岸和田市立山滝中学校2年生〕      (12月 17日)         参加人数   39名 

〔豊中市立第八中学校〕          (2月 1日)           参加人数   88名 

〔大阪市立本庄中学校〕          (2月 16日)          参加人数  144名 

〔高槻市立第十中学校〕          (2月 17日)          参加人数  161名 

〔大阪市立加美中学校〕          (2月 18日)          参加人数  200名 

〔吹田市立竹見台中学校1･2年生〕   (2月 28日)          参加人数   57名 

〔吹田市立竹見台中学校3年生〕     (2月 28日)          参加人数   39名 

・エネルギー教室検討会        (2月 4日)  

2）小学校での活動（たのしい理科実験） 

 理科を切り口にエネルギーや地球環境に関して、実験や体験を通して楽しく正しく理解することを目的

とした出前科学教室を各学校に訪問し、行った。 
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〔豊中市立南桜塚小学校〕        (11 月 9 日)                参加人数 408 名 

〔豊中市立南丘小学校〕          (11 月 10 日)               参加人数 221 名 

〔豊中市立北丘小学校〕           (11 月 11 日)               参加人数 239 名 

〔豊中市立蛍池小学校〕           (11 月 12 日)               参加人数 239 名 

〔岸和田市立山直北小学校〕        (11 月 16 日)               参加人数 332 名 

〔岸和田市立八木小学校〕         (11 月 17 日)               参加人数 323 名 

〔岸和田市立大芝小学校〕         (11 月 18 日)               参加人数 349 名 

〔岸和田市立常盤小学校〕         (11 月 19 日)               参加人数 407 名 

〔神戸市立多井畑小学校〕         (11 月 30 日)               参加人数 233 名 

〔神戸市立菅の台小学校〕          (12 月 1 日)                参加人数 321 名 

〔神戸市立竜が台小学校〕          (12 月 2 日)                参加人数 189 名 

〔神戸市立若宮小学校〕           (12 月 3 日)                参加人数 283 名 

〔堺市立桃山台小学校〕           (1 月 18 日)                参加人数 221 名 

〔堺市立錦西小学校〕            (1 月 19 日)                参加人数 336 名 

〔堺市立東浅香山小学校〕          (1 月 20 日)                参加人数 338 名 

〔堺市立原山台小学校〕           (1 月 21 日)                参加人数 235 名 

3)「エネルギー科学教室」の実施                        （企業受託事業） 

滋賀県東近江市、近江八幡市において「エネルギーのひみつを探る」というテーマにて、出前科学教

室の企画・運営(協力)を各学校に訪問し、行った。 

〔東近江市立八日市南小学校〕      (6 月 17 日)          参加人数 83 名 

〔近江八幡市立老蘇小学校〕       (6 月 17 日)          参加人数 64 名 

〔近江八幡市立安土小学校〕        (6 月 18 日)          参加人数 92 名 

〔東近江市立湖東第二小学校〕       (6 月 25 日)           参加人数 52 名 

4)教職員向け活動（ティーチャーズスクール） 

・先生方に対して、エネルギー教育の参考となるよう模擬実験を実演した。 

〔豊中市教育委員会 豊中市教育センター〕   (8 月 12 日)      参加人数 19 名 

〔富田林市教育委員会教育指導室〕       (8 月 25 日)       参加人数 32 名 

〔羽曳野市中学校教育研究会理科部会〕      (9 月 3 日)       参加人数  7 名 

〔大正区理科部実技研修会〕               (9 月 8 日)       参加人数 32 名 

〔大阪市立第 7支部社会科教員研修会〕         (9 月 10 日)       参加人数 17 名 

〔柏原市理科部会〕                       (10 月 27 日)      参加人数 10 名 

〔守口市理科研究会〕                     (1 月 14 日)       参加人数 12 名 

・先生方向け放射線に関する講座の開催協力     （8 月 19 日)       参加人数  60 名 

 

(3) エネルギー情報の常時発信活動 

①エネルギー情報コーナーの整備  

・エネルギーに関する書籍の整備  

・映像ソフトの上映「偉人たちとの授業～放射線を知る～」（電気事業連合会） 

・パネル展示 朝日小学生新聞「地層処分」（原子力発電環境整備機構提供） 

②エネルギー情報の発信  資料配付数：3,001 部 
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(4)エネルギー広報ツールの整備 

  実験機材：「大型モーター説明器」 

  展示物：「もしも原子が見えたなら」、｢原子力エネルギーの誕生｣、「プルサーマルくるくるツアー」、

「ウランと石油のエネルギー量 比較展示物」 

  3D立体映像ソフト:「天駆けるガイヤ」、「エネルギーワンダーランド」、「ゆけ！発電戦隊エネレンジャー」 

 

(5)エネルギー等科学広報 

①体験型移動展示館「エネルギー探偵団」の企画・運営            （経済産業省受託事業） 

次世代層を対象に、原子力・エネルギーについて地球環境問題も含めた実験ショー、実験実演、工作体

験等を通じて楽しく学べる移動科学館を全国3都市にて開催した。 

〔新潟県新潟市 新潟市体育館〕              （8月 14日～16日)   参加人数 3,280名 

〔山口県山口市 山口きらら博記念公園〕          （10月 9日～10日)   参加人数 24,500名       

〔神奈川県横浜市 横浜産貿ホール「マリネリア」〕（12月 10日～12日)   参加人数 8,332名 

②地層処分模型展示車の運用の実施                      （経済産業省受託事業） 

 高レベル放射性廃棄物地層処分に関する技術的説明を模型展示車を使い、全国各地で行った。 

〔新潟県新潟市 新潟市体育館〕         （8月 14日～16日)    参加人数  588名 

〔東京都千代田区 経済産業省中庭〕       （8月 18日～19日)     参加人数  314名 

〔静岡県浜松市 アルラ〕           （9月 23日)            参加人数   75名 

〔秋田県秋田市 秋田県ＪＡビル〕       （9月 28日)           参加人数    38名 

〔兵庫県神戸市 ニチイ学館〕         （10月 1日)           参加人数   77名 

〔東京都渋谷区 津田ホール〕         （10月 12日)           参加人数   51名 

〔鹿児島県いちき串木野市 串木野新港〕     （10月 16日～17日)   参加人数 1,115名 

〔香川県高松市 サンポートホール高松〕    （10月 18日)           参加人数    81名 

〔愛知県名古屋市 中部電力(株)技術開発本部〕  （10月 20日～21日)       参加人数 1,177名 

〔東京都目黒区 東京工業大学大岡山キャンパス〕（10月 23日～24日)       参加人数   784名 

〔東京都千代田区 経済産業省中庭〕      （10月 25日～26日)       参加人数    95名 

〔東京都港区 三田共用会議所〕         （10月 28日)            参加人数   57名 

〔茨城県水戸市 茨城大学 水戸キャンパス〕  （11月 3日)             参加人数   93名 

〔佐賀県佐賀市 アバンセ〕          （11月 24日)            参加人数   65名 

〔東京都江東区 日本科学未来館〕       （1月 23日)             参加人数   76名 

〔岩手県盛岡市 国保会館〕          （1月 30日)             参加人数   60名 

〔三重県四日市市 楠福祉会館〕         （2月 5日)             参加人数   71名 

〔広島県広島市 中国新聞ビル〕        （2月 10日)             参加人数   112名 

〔石川県金沢市 北國新聞赤羽ホール〕     （2月 18日)            参加人数   110名 

〔鹿児島県鹿児島市 南日本新聞会館〕     （2月 25日)            参加人数   75名 

③「原子力・エネルギーに関する出前授業等の開催」事業の企画・運営 （文部科学省委託事業）  

全国 21 都道府県の都市の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の児童生徒を対象に、

エネルギーや環境について正確な知識の普及をはかるため、出前科学教室「実感！エネルギー教室」

を開催した。 
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    <北海道> 

〔札幌市立桑園小学校〕            (9 月 7 日)      参加人数  125 名 

〔札幌市立美香保小学校〕          (9 月 8 日)      参加人数   97 名 

〔札幌市青少年科学館〕            (9 月 9 日)      参加人数  126 名 

〔北海道札幌開成高等学校〕          (9 月 10 日)      参加人数  160 名 

<福島県> 

〔福島市立第三中学校〕            (9 月 14 日)      参加人数  176 名 

〔福島市立清水小学校〕           (9 月 15 日)      参加人数   76 名 

〔福島市立瀬上小学校〕           (9 月 16 日)      参加人数   97 名 

<京都府> 

〔きっづ光科学館ふぉとん〕         (9 月 24 日)      参加人数   26 名 

<山口県> 

〔山口市立阿東中学校〕             (10 月 12 日)          参加人数   66 名 

〔山口市立阿東東中学校〕           (10 月 13 日)          参加人数   66 名 

〔山口市立徳佐小学校〕             (10 月 14 日)          参加人数   54 名 

〔山口市立さくら小学校〕           (10 月 15 日)          参加人数   15 名 

<青森県> 

〔八戸工業大学第二高等学校〕        (10 月 19 日)          参加人数   31 名 

〔八戸市立多賀小学校〕             (10 月 20 日)          参加人数   52 名 

〔八戸市立三条小学校〕             (10 月 21 日)          参加人数   43 名 

〔八戸市立明治小学校〕             (10 月 22 日)          参加人数   40 名 

<茨城県> 

〔つくば市立手代木中学校〕          (10 月 25 日～26 日)    参加人数   560 名 

〔つくば市立竹園東小学校〕         (10 月 27 日)           参加人数  109 名 

〔大洗町立南中学校〕            (10 月 29 日)           参加人数   47 名 

<愛知県> 

〔でんきの科学館〕              (11 月 2 日)            参加人数  192 名 

<東京都> 

〔東京都立中央ろう学校〕           (11 月 5 日)            参加人数  14 名 

<兵庫県> 

〔伊丹市立西中学校〕               (11 月 8 日)            参加人数 168 名 

〔伊丹市立松崎中学校〕              (11 月 10 日～11 日)    参加人数  226 名 

<長野県> 

〔長野市立三輪小学校〕             (11 月 15 日)           参加人数  84 名 

〔長野市立城山小学校〕             (11 月 16 日)           参加人数  80 名 

〔長野県長野ろう学校〕             (11 月 17 日)           参加人数  13 名 

〔長野市立共和小学校〕             (11 月 19 日)           参加人数  81 名 

<富山県> 

〔富山市立奥田小学校〕             (11 月 24 日)           参加人数  84 名 

〔富山市立東部小学校〕             (11 月 25 日)           参加人数  94 名 

〔富山市立芝園小学校〕             (11 月 26 日)           参加人数  64 名 

〔富山市立芝園中学校〕             (11 月 26 日)           参加人数 110 名 
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<宮城県> 

〔仙台市科学館〕                    (12 月 2 日～3日)       参加人数  465 名 

<群馬県> 

〔前橋市立桃井小学校〕             (12 月 15 日)           参加人数  87 名 

〔前橋市立荒子小学校〕             (12 月 16 日)           参加人数  52 名 

<愛媛県> 

〔松山市立余戸中学校〕             (1 月 17 日)            参加人数  27 名 

〔松山市立荏原小学校〕             (1 月 18 日)            参加人数  87 名 

〔松山市立さくら小学校〕           (1 月 19 日)            参加人数 140 名 

〔松山市立高浜小学校〕             (1 月 20 日)            参加人数  91 名 

<岡山県> 

〔岡山市立旭操小学校〕             (1 月 25 日)            参加人数  96 名 

<香川県> 

〔香川大学教育学部附属高松中学校〕    (1 月 28 日)            参加人数 119 名 

<和歌山県> 

〔和歌山市立楠見東小学校〕         (1 月 31 日)            参加人数 106 名 

〔和歌山市立楠見西小学校〕         (2 月 1 日)             参加人数  65 名 

〔和歌山市立中之島小学校〕         (2 月 2 日)             参加人数  45 名 

〔和歌山市立太田小学校〕           (2 月 3 日)             参加人数  60 名 

〔和歌山市立紀伊小学校〕          (2 月 4 日)             参加人数 138 名 

<福岡県> 

〔北九州市立尾倉中学校〕           (2 月 8 日～9日)        参加人数 100 名 

〔福岡県小倉聴覚特別支学校〕       (2 月 10 日)            参加人数  16 名 

<鹿児島県> 

〔鹿児島市立玉江小学校〕          (2 月 15 日)            参加人数  141 名 

〔鹿児島市立星峯東小学校〕         (2 月 16 日)            参加人数  51 名 

〔鹿児島県立鹿児島聾学校〕         (2 月 17 日)            参加人数  14 名 

<福井県> 

〔福井市酒生小学校〕            (2 月 21 日)            参加人数  34 名 

〔福井市明新小学校〕             (2 月 22 日)            参加人数  133 名 

<大阪府> 

〔早稲田摂陵中学校〕              (3 月 8 日)             参加人数  149 名 

〔早稲田摂陵高等学校〕            (3 月 8 日)             参加人数  300 名 

 

(6)後援事業 

「みんなのくらしと放射線展」に後援 （8月 19日(木)～22日(日))   参加人数15,975名 

（主催：「みんなのくらしと放射線」知識普及実行委員会） 
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ⅡⅡⅡⅡ    技技技技    術術術術    振振振振    興興興興    事事事事    業業業業    

 

技術開発委員会、エネルギー技術対策委員会、中堅・中小企業技術振興委員会をはじめ、
地球環境技術推進懇談会、関西安全・安心を支える科学技術推進会議において、これまで展
開してきた各種事業について、国の科学技術基本計画や産業界のニーズに機動的に対応しな
がら、各種技術分野において産学官等の連携による研究コミュニティを形成して、技術に関
する情報交流、調査研究、共同研究開発、中堅中小企業を対象とした技術支援などの各種技
術振興活動を展開した。加えて、創造的科学技術の振興を図るために大阪科学賞を授与した。
また、活動成果については、できるだけ広く情報発信に努めた。 
さらに事業をより効率的、効果的に推進することを目的として、上記の委員会、懇談会な
どの幹事会等において、それぞれの新規事業の検討や所管事業の活性化に取り組んだ。 
 

１．技術開発委員会事業 
技術開発委員会のもとで従来から推し進めている産学官連携による情報交流、調査研究、提言、共同研究

などの活動をさらに強力に推進するとともに、文部科学省、経済産業省、科学技術振興機構（ＪＳＴ）、新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）などの国の制度を活用したＲ＆Ｄ事業の研究成果、あるいは大

学などの研究シーズについて、産・学・官の情報交流を図り、企業化・実用化を促進・支援することによって、

関西における新産業の創出に資することを目的に、以下の各活動・事業を進めた。 

 

＜委員会活動＞ 
(1)技術開発委員会 

平成 21 年 6 月から幹事会での取り組みを決定し、幹事会を中心に作成活動を進めてきた「第 4 期科学技術

基本計画策定に対する要望書」を平成22年 4月 27日に内閣府へ提出した。 

また、（社）関西経済連合会から内閣府へ平成 22 年 11 月に提出された要望書「わが国の科学技術・イノ

ベーション政策のあり方に関する提言～地域の産業発展に資する科学技術政策の展開～」の作成にあたって具

体化検討意見を求める要請があり、幹事会ヒアリングも含めた意見を取り纏めて報告し、高度科学技術人材の

育成・確保-質的側面-などの項目に取り入れられた。 

新規事業設立の検討では、幹事会で「自然に学ぶ」、「渋滞学」をテーマとして研究会設立を議論した。 

「自然に学ぶ」テーマはこれまでの地下資源文明に代わる新たな文明の創造を目指し、環境負荷低減、省エネ、 

省資源による技術開発を推進するために、自然の優れたシステムやメカニズムに学ぶことを主題とし、一方、 

「渋滞学」テーマは渋滞学あるいは無駄学をベースに、企業組織の活性化、交通・物流システム、救急救命医

療体制などを検討することを主題としている。しかしながら、これらのテーマから創出される技術分野は広範

囲となるため、普及・啓発しながら焦点を絞っていく必要があり、改めてテーマ設定と設立方式を検討し議論

した結果、「自然の叡智に学ぶ」を軸とし「渋滞学」は統合する形でテーマを設定、公開の技術開発セミナー

として開催を検討していくこととした。セミナーを開催する中で、テーマの焦点が絞れたものについては研究

会を目指すこととし、今後はセミナーの企画会議チーム発足を含め具体化に向けた議論を進めることとした。 

・委員長：西村 昭 (財)大阪科学技術センター 評議員、住友電気工業(株)常務取締役 

・産業界 32 社、学界 7名、官界 12 名 

・委員会：1回（3/17） 
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・幹事会：4回（9/8、12/15、2/8、2/28） 

 

＜活動内容＞ 
【情報交流・調査研究事業】 

(1)フォトニクス技術フォーラム（第2期） 

本フォーラムの下に平成20年度から「光情報技術研究会」と「次世代光学素子研究会」の2つの研究会

を設けて、より具体的かつプロジェクト志向の産学連携共同研究体制の構築を目指している。平成22年度

は、平成20年度から平成21年度の第1期活動に引き続き、第2期（平成22年度から平成23年度まで）

活動として継続している。両研究会において、企業会員への最新技術に関するチュートリアル講義を充実

させた。 

また、「光情報技術研究会」では、光情報技術の普及とその実用化を目指した活動を行った。具体的に

は、光情報技術・情報システムに関する情報提供を目的とした講演会および見学会を行い、光情報技術利

用に関する課題解決に向けた情報交換、技術支援、産学官のネットワーク形成などに重点をおいた。一方、

「次世代光学素子研究会」では、情報家電や通信システムで用いられる光学部材に関する日本技術の世界

的優位性を今後とも継続するために、新たな機能素子技術、特にナノ構造を制御した光学素子の技術開発

が必要との認識から設置し、素子技術に関係する企業の研究者ネットワークを構築し、新たな研究開発の

枠組みを構築する取り組みを進めた。また、企業会員への最新技術に関するボトムアップを目指してチュ

ートリアル講義も実施した。なお、新規研究会設立に関しては、現在の経済状況を考慮し、まずは体制強

化を目指すべく現行研究会での企業会員増活動を優先することとし、第2期の最終年度となる平成23年度 

中に次期フォーラム構成を既存の両研究会更新、あるいは改組、新設も含めて検討することとした。 

 

①光情報技術研究会 

・委員長：谷田 純  大阪大学大学院 情報科学研究科 教授 

・産業界 10 社、学官 15 名 

・研究会：4回（7/2、10/15、12/7、2/10） 

※内、12/7 は次世代光学素子研究会と合同開催 

・幹事会：5回（6/7、8/31、12/7、2/10、4/15） 

②次世代光学素子研究会 

・委員長：菊田 久雄  大阪府立大学大学院 工学研究科 教授 

・副委員長：裏 升吾   京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 教授 

・産業界 8社、学官 12 名 

・研究会：5回（7/26、8/27、10/5、12/7、3/2） 

※内、12/7 は次世代光学素子研究会と合同開催、8/27 はチュートリアル講義 

・幹事会：4回（7/26、8/27、12/7、3/2） 

 

(2)過熱水蒸気による食の研究会 

本研究会では、「食の健康、環境、安全・安心」に繋がるこれからの技術として、近年話題になってい

る「過熱水蒸気による調理/食品加工技術」の可能性を中心に探究していくことを目的としている。平成 19

年度から過熱水蒸気に関係する講演を行い、情報収集を中心に活動してきた。平成 22 年度は第 2 期活動の

1 年目として周辺要素技術、食材の持つ多様性にも広げた講演を行うことにより、研究会会員相互の技術情
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報交流をより深めつつ、これまでの活動を踏まえて具体的に過熱水蒸気の可能性を追求する研究プロジェ

クトのテーマ提案を目指した活動を実施してきたが、提案には至らなかった。なお、当研究会では今後の

発展を目指して引き続き会員ネットワークを活用し、オブザーバー参加等による会員勧誘活動を進めた。 

・主 査：宮武 和孝  大阪府立大学 名誉教授 

・産業界 9社、学界 11 名 

・幹事会：6回（4/13、7/1、9/7、10/19、12/10、2/8） 

・研究会：3回（5/28、11/12、2/3） 

 

(3)カーボンナノ材料研究会 

本研究会は、「関西ナノテクノロジー推進会議」（平成 13 年度～平成 21 年度）のもとで活動してきた

が、同会議の終了に伴い、平成22年度からは技術開発委員会のもとで活動を継続している。 

カーボンナノ材料を利用した機能性素材やデバイス、システムなどの、具体的なアプリケーションの探

索に向けた情報交流・情報提供活動を推進した。最新の材料の動向、製造技術、特性・機能等のカーボン

ナノ材料全般の調査、用途開発に関する調査、ビジネス化事例の調査などを行った。 

・主 査：中山 喜萬 大阪大学大学院工学研究科 教授 

・産業界16社、公設試4名、学界7名 

・定例研究会：4回（6/7、9/9、10/14、3/4） 

 

(4)イノベーションの創出に向けた中核機能検討調査            （新規事業：大阪市受託事業） 

大阪市では、現在、開発が進められている大阪駅北地区における知的創造拠点ナレッジキャピタルにお

いて、イノベーション創出をめざす産学官連携拠点として「（仮称）大阪オープンイノベーションヴィレ

ッジ」の形成を構想している。同拠点では、大学・研究機関や企業が組織の枠を越え、外部のアイディア

や技術の活用を図る「オープンイノベーション」を推進することによって、知的創造活動を促進し、大阪

が世界に通用する競争力を獲得することを目指している。 

本調査では、大阪における企業等のオープンイノベーションに対するニーズや大学・研究機関が保有す

る研究シーズを元に、オープンイノベーション拠点が備えるべき中核機能について調査・検討を行った。 

・ヴィレッジ機能検討ワークショップ：1回（3/18） 

・期間（平成22年 7月～平成23年 3月） 

 

(5)グリーンテクノロジーの創出及び活用促進事業             （新規事業：大阪市受託事業） 

太陽光電池やリチウムイオン電池関連企業の集積に代表されるような、大阪グリーンテクノロジー分野

の優位性をさらに発展させる為、当該分野における研究・技術シーズの実用性検証支援や研究・技術シー

ズと企業のマッチングを通じて、大学が有する優れた研究・技術シーズから企業の革新的な新製品開発へ

と繋げていく産学官連携促進体制の構築に向けたフィジビリティー・スタディーを行った。 

   ・実用性検証支援事業課題審査委員会：1回（12/25） 

・グリーンテクノロジー・マッチングフォーラム：1回（3/17） 

・期間（平成22年 11月～平成23年 3月） 
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【研究開発事業】 

(1)ナノカーボン実用化推進                          （大阪府受託事業）    

 平成 17 年 1 月から平成 21 年 12 月まで当財団が中核機関として研究開発を推進した大阪府地域結集型共

同研究事業「ナノカーボン活用技術の創成」プロジェクトのフェーズⅢの活動として、当財団内にＣＯＥ

推進センターを設置し、大阪府ならびに大阪府立産業技術総合研究所等と連携・協力しながら、①参画企

業による研究開発の展開サポート、②地域結集事業の成果のマッチング支援（府内ものづくり中小企業を

中心とした技術移転の推進）、③地域結集事業の成果の普及広報、④事業総括会議、フェーズⅢ推進会議

の開催等の活動を行った。 

 今年度は、参画企業の研究開発サポートとして実験装置の参画企業への移転支援、成果のマッチング支

援として 4 機関へのサンプル提供、成果の普及広報として「nanotech 2011」への出展、成果(知的財産)の

管理・調整として、大阪ＴＬＯ事業の終了に伴う権利移転等を進めた。 

 さらに、事業総括を議長とする事業総括会議を開催し、フェーズⅢ事業の進捗状況や課題等について検

討した。また、参画企業の情報交換を図るためフェーズⅢ推進会議を開催した。 

・事業総括：遠藤 彰三 (財)大阪科学技術センター 元副会長、 

        (株)さかい新事業創造センター 代表取締役 

・研究統括：中山 喜萬  大阪大学大学院 工学研究科 教授 

・産業界 8社、大学 4大学、公設試 2機関 

・事業総括会議：9回(5/18、6/23、7/23、9/3、10/6、11/17、12/20、1/27、3/1) 

・フェーズⅢ推進会議の開催：2回(10/13、3/23)  

・地域結集事業の成果の普及広報：nanotech 2011(2/16～2/18：東京ビッグサイト)へ出展 

 
(2)国等における公募型研究開発プロジェクトへの提案と推進 

国等における公募型研究開発プロジェクト等に関し、当財団で実施している各種研究会、研究開発プロ

ジェクト等の成果を活用し、産学官の連携、協力のもとに積極的にテーマ提案を行い、採択テーマに関し

ては中核機関、管理法人等としての役割を推進した。 

具体的には、戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）に提案し、「Blu-ray 光ピックアップ用光学素

子の耐光性蒸着膜の全面蒸着量産化技術開発」事業、及び「インパクト成形によるアルミ合金製大型矩形

電池ケースの量産化技術開発」事業が採択された。詳細については、3．中堅・中小企業亥技術振興委員会

の項にて記載する。 

 
【学協会の地域活動支援事業】 

(1)日本ライセンス協会関西本部 

日本ライセンス協会関西本部として、研修委員会、研究会、年次大会等の活動支援を行った。 

・関西研修委員会：3回（1/25、5/14、9/17） 

・関西月例研究会：9回（2/10、3/17、4/15、5/28、6/25、9/10、10/21、11/4、12/6） 

・教育講座（大阪）：4回（5/21、6/21、10/27、11/19） 

・年次大会：1回（7/9-10） 
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２．エネルギー技術対策委員会事業 

エネルギー技術対策委員会のもとに、科学技術のうち特にエネルギーに関わる科学技術の研究開発と産業

化を促進するため、産学官等の連携による情報交流、調査研究、提言、共同研究、普及啓発等を展開した。 

特に、平成 21 年度に経済産業省から受託された「電気自動車（EV）導入・低炭素化加速実証事業」（「低

炭素社会に向けた技術発掘・社会システム実証モデル事業」）を平成 21 年 6 月まで事業を継続実施し、また

経済産業省公募の「燃料電池セミナー」に応募し、採択された。 

 

＜委員会活動＞ 
(1)エネルギー技術対策委員会 

ＣＯ2排出量抑制、地球温暖化防止への取り組みなどをはじめとする諸課題や、国の施策に沿った研究開

発課題についての情報交流活動を展開するとともに、新規事業の創出に向けて、エネルギー・環境問題を

取り巻く国内外の社会情勢が大きく変化する中で、関西地域で取り組むべき課題についての情報収集、調

査研究を実施した。 

・委員長：齊藤 紀彦 (財)大阪科学技術センター 会長、 関西電力㈱ 副社長 

・産業界32社、学界3名、官界他10名 

・委員会(3/3) 

・幹事会(2/28) 

 

＜活動内容＞ 

【情報交流・調査研究事業】 

(1)再生可能エネルギー部会 

本部会は、低炭素社会実現に向け取り組みの遅れている再生可能エネルギーについて取り上げ、再生可

能エネルギーの導入を促進するための方策である「意欲的な目標を設定し、市民・企業のやる気を引き出

し、成長のスパイラル構造を社会の中に埋め込む」ための諸活動を展開している。 

低炭素社会実現のために、いかにして再生可能エネルギーの大幅導入を進めるか、技術動向及び開発・

普及のための制度の両面から調査・検討を行った。また、公開フォーラムを開催して再生可能エネルギー

導入の必要性について広く発信した。 

・部会長：鈴木 胖 (財)地球環境戦略研究機関 関西研究センター 所長 

・産業界11社、学界・官界等10名 

・定例部会：7回（5/31、7/20、8/27、9/13、11/15、12/6-7、1/27） 

 

(2)燃料電池部会・ＦＣＨ基盤技術懇談会 

本会は、燃料電池に関する学術ならびに技術の進歩向上に資する諸活動を展開している。 

平成 22 年度は、従来から取り組んでいる各種燃料電池をはじめ、燃料電池に関する水素製造等の研究開

発動向とそれらに関する政策等も含めて講演会、見学会、ディスカッション等を行い、コンセンサスを醸

成し、技術開発の進展に資すると同時に会員相互の情報交流を行った。また、公開フォーラムを開催して 

スマートグリッド時代における燃料電池開発のあり方を踏まえ、燃料電池開発の活性化に向けた方向性に

ついて議論し、広く発信した。 

・代表：江口浩一 京都大学 教授  

稲葉 稔 同志社大学 教授 

・産業界70名、学・官界等56名 
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・実行委員会：2回（8/3、2/25） 

・定例研究会：8回（5/31、7/28、9/29、10/25、11/24、1/21、3/17AM、3/17PM） 

(3)アドバンスト・バッテリー技術研究会 

本研究会は、電力の平準化や地球環境改善に期待される高性能な新型二次電池（アドバンスト・バッテ

リー）の開発に係わる情報交換を中心に活動を実施している。 

今年度は高性能リチウムイオン電池、電力貯蔵デバイス、さらに解析技術に関し、国内外の研究開発動

向等の情報交流活動、見学会などを実施した。また、公開フォーラムを開催してポストリチウムイオン電

池の最新の研究開発動向について広く発信した。 

・会長：内本 喜晴  京都大学 教授 

・産業界22法人 38名、学・官界等36名、オブザーバ7名 

・幹事会：1回（2/18） 

・定例研究会：5回（6/3、8/2、11/4、12/14、2/7） 

 

(4)電磁界（ＥＭＦ）調査研究委員会 

平成 22 年度は、前年度に引き続き、従来の送電線や電化製品から発生する極めて周波数の低い電磁界を

活動対象にするとともに、近年の電磁調理器の普及に伴い、関心が高まっている中間周波数についても検

討を進めている。また、前年度に検討した実験機器を用いて、科学イベント等を通じ、青少年や一般市民

の方々に電磁界に関する正しい知識の普及啓発活動を実施した。 

・委員長：山本 幸佳  大阪大学 名誉教授 

・学界 15 名、医療機関 1名、団体 3名 

・委員会：1回(3/7) 

・幹事会：2回（7/2、9/3） 

・講演会：2回（10/25、11/1） 

・見学会：1回(10/7～10/8) 

・展示会・催事への参加：1回（8/22） 

・巡回講座：8回（8/3、9/10、9/29、10/13、10/15、10/16、10/18、2/4） 

 

(5)下水道における資源・エネルギー回収の最大化に関する調査研究 

下水バイオマスエネルギーの高度活用を図るため、昨年度まで実施してきたエネルギーを最大限回収で

きる下水処理システムのあり方の検討に加え、今後、下水バイオマスエネルギーの更なる高度活用を図り、さら

に資源の回収利用システムについて評価研究を実施していくため資源を回収しリサイクルできるシステムの検

討を行った。特に、今年度第 1 回の研究会では岐阜市のりん回収施設の事例調査を実施し成果を得た。 

また、平成 20 年度～21 年度研究会の調査成果を広めるため、下水バイオマスに関するセミナーを開催した。但

し、3 月に予定していた神戸東灘処理場の見学会を兼ねたセミナーは、東北地方太平洋沖地震の影響により中止

となった。 

・委員長：宗宮功 京都大学名誉教授 

・学界 5名、自治体 9名、コンサルタント 4名、団体 4名、官界 5名 

・研究会：3回（7/20、12/20、3/4） 

・下水バイオマスの地域エネルギー循環利用システムセミナー：1回(10/21) 

 



29 

 

(6)燃料電池セミナーの開催                          （新規事業：経済産業省受託事業） 

新エネルギーの専門見本市である『大阪新エネルギーフォーラム 2011』の会場内において、燃料電池の

普及促進を図ることを目的に経済産業省の主催により、平成 23 年 3 月 24～25 日燃料電池の技術開発や製

品等に関するセミナー、定置用燃料電池システムメーカーと中小企業との商談会を開催すべく準備をスケ

ジュール通り進めていた。 

しかしながら、東北地方太平洋沖地震の影響から『大阪新エネルギーフォーラム2011』が中止となった

ため、併催事業である本セミナーも取りやめとなった。 

 

 

【研究開発事業】 

(1)大阪実証検討会の運用                 （(財)エンジニアリング振興協会受託事業） 

JHFC 水素ステーションの中で唯一都心部に建設された大阪水素ステーションと、地域内の液体水素製造

拠点を活用したオフサイト式の関西空港水素ステーションの 2 か所の水素供給拠点を活用し、燃料電池自

動車等への水素供給に加え、社会インフラとして広範な水素利用を想定した実証試験の調整、進捗管理、

運営等を行った。これらの業務を実施するにあたり、JHFC 大阪実証検討会を設置し、適宜進捗状況に関す

る検討、必要に応じた計画の見直しなどを行いながら、実証試験の推進、理解促進活動の推進を図った。 

また、JHFCパーク大阪の運用管理等を通じて、理解促進活動を推進した。 

・JHFC大阪実証検討会：4回（5/27、8/2、12/2、3/14） 

 

(2)電気自動車（ＥＶ）導入・低炭素化加速実証事業            （近畿経済産業局受託事業） 

本事業は、異なる仕様の電気自動車（EV）用充電装置のネットワーク化及び充電インフラネットワーク

に予約照会システムを組み込むことにより、EV の初期需要を創出する効率的な充電インフラの整備を行う

ことを目的として実施した。その結果、充電装置を 17 台設置し（充電装置をネットワークに接続する通信

アダプタを含む）、目標台数（15 台以上）を上回る充電インフラネットワークを構築した。また、急速充

電装置最適配置シミュレータの開発を行うとともに、充電装置予約照会システムおよびＥＶエコドライブ

システムの実証研究を行った。 

平成 22 年 6 月までの受託事業後も補完研究を実施しており、充電インフラネットワークの実証実験等を

行っている。 

・委員長：西田泰裕 (財)大阪科学技術センター 事務局顧問 

・学界2名、産業界3名、官界1名、団体1名 

・事業推進会議：1回（5/28） 

 

 

３．中堅・中小企業技術振興委員会事業 
関西における中堅・中小企業の研究開発と産業化を促進するため、産学官等の連携による情報交流、調

査研究、提言、共同研究、普及啓発等を展開した。 

特に今年度は、戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）に提案し、「Blu-ray 光ピックアップ用光学

素子の耐光性蒸着膜の全面蒸着量産化技術開発」事業及び「インパクト成形によるアルミ合金製大型矩形

電池ケースの量産化技術開発」事業が採択された。また、平成 22 年度戦略的基盤技術高度化支援事業（サ

ポイン）の「経済危機対応・地域活性化予備費事業」にも提案し、「高温環境下における高機能溶射皮膜

の研究開発」事業が採択された。 
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＜委員会活動＞ 
(1)中堅・中小企業技術振興委員会 

産学官連携のもと内外の異業種との交流や企業ＯＢ集団による中小企業への支援活動を立案・推進する

とともに、各種情報交流等について検討した。 

・委員長：假谷 登 (株)サニコン 代表取締役社長 

・産業界：11名 

・委員会：2回（11/22、2/22) 

 

＜活動内容＞ 
【情報交流・調査研究事業】 

(1)マーケット＆テクノロジー研究会（ＭＡＴＥ研究会） 

中堅・中小企業の技術振興を図るため、異業種・異業態企業がもつ技術等をお互いに交換し、技術課題

とともに経営課題についても解決方法を情報交換した。今年度も前年度に引き続き中国進出における問題

点、課題等について検討するとともに、第 6 回日中企業家論壇を開催し中国企業と科学技術に関する国際

交流を図った。その他、ベトナム、インドとの国際交流も検討した。また、大学寄付講座を産学連携の具

体的活動として継続して実施するとともに学界からアドバイザーを招き産学協同による研究開発を図った。 

・代表：長村 義則 株式会社ソフトウェアエンジニアリング 

・産業界25社、アドバイザー5名、オブザーバ3名 

・総会：1回（4/20） 

・幹事会：3回（6/15、9/14、1/18） 

・定例研究会：3回（6/15、7/13、1/18） 

・研究会：2回（12/14、3/15） 

・講演会：1回（9/14） 

・宿泊研究会：1回（10/15～16） 

・テーマ研究会：1回(2/18～19) 

・サロンド・メイト：3回（5/17、8/17、11/16） 

・第6回日中企業家論壇：1回（7/7～7/8） 

・寄付講座：13回（9/29、10/6、10/13、10/20、10/27、11/10、11/17、11/24、12/1、12/8、12/15、 

1/12、1/19） 

 

【技術支援事業】 

(1)ＡＴＡＣ（Advanced Technologist Activation Center）事業 

民間企業技術系ＯＢを中心とした組織の特徴を活かし、技術に関する相談を中堅・中小企業を中心に行

い、企業が抱える品質と生産性の向上、自動化生産ラインなどの技術課題について、具体的な解決策を提

示し、中堅・中小企業の技術振興を図った。また、新規事業の立ち上げ、経営改善、産学連携、環境問題、

新製品の開発とマーケティングなどの諸課題についても中小企業の技術振興を図るべく、支援活動を実施

した。さらに、社長懇話会の開催や産学交流マッチングフェアへの出展を通じて、新しい企業とのマッチ

ングを図り、シーズの橋渡しを行った。 

・会長：齊藤 紀彦 (財)大阪科学技術センター 会長、 関西電力(株)取締役副社長 

・会員：25 名 

・研究会：21 回（4/7、4/22、5/12、5/21、6/9、6/24、7/14、7/29、8/26、9/8、9/22、10/13、

10/28、11/11、11/25、12/22、1/19、2/9、2/24、3/9、3/24） 
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・講演会：2回（9/30、3/2） 

・社長懇話会：1回（12/1） 

 
【研究開発事業】 

(1)戦略的基盤技術高度化支援事業「摩擦攪拌接合による鉄系高融点材料の接合システムの開発」 

 （近畿経済産業局受託事業） 

平成 20 年 9 月にスタートした本プロジェクトは、当財団が事業管理者として 3 年間にわたりプロジェク

トの運営および進捗管理を行うものである。本プロジェクトの目的は、従来の摩擦攪拌接合技術を進化さ

せ、高品質・低コスト・薄板対応を特長とする「二次加工性に優れた鉄系高融点材料接合システム」を確

立し、本接合システムを中核とした自動車用触媒コンバーターケース製造用試作機を開発するとともに、

本接合システムの産業用機器、家電機器・厨房機器など他産業分野への応用により、ものづくり基盤技術

の底上げを図り、地域の金属加工系中小企業の国際競争力強化につなげることである。 

本年度は、最終目標として、ツール再生装置を使用しつつ 1 個のツールによる繰り返しＦＳＷ接合長さ

270ｍを目指す。このため、ツール材質、ツール形状等の開発を継続するとともに、繰り返し接合作業間の

ツール付着物除去、ツール再生方法を検討を開始した。昨年度改造、設置した平板用接合試験機のデータ

入力装置を活用して、幅広く接合条件を探索し、最適接合条件を見出すとともに将来の装置自動化のため

の基礎技術確立に向けた研究を行った。また、円筒接合時の問題点、対策、コスト等を検討し、将来の量

産機製造の可能性についても検討した。 

・総括研究代表者：望月 昇 アイセル(株)知的財産部部長 

・研究組織：企業2社、大学2機関 

・委員会：4回(7/12、11/4、1/19、3/11) 

 

(2)戦略的基盤技術高度化支援事業 

「Blu-ray光ピックアップ用光学素子の耐光性蒸着膜の全面蒸着量産化技術開発」 

（新規事業：近畿経済産業局受託事業） 

平成 22 年 9 月にスタートした本プロジェクトは 3 年間にわたるプロジェクトの 1 年目で、当財団が事業

管理者としての運営および進捗管理を行うものである。本プロジェクトの目的は BD 機器の小型化に必要な

超精密小型プラスチック光学素子へ耐光性を持った膜を全面に均一に蒸着するために、蒸着ジグを高度化

し、さらに蒸着物質飛散流動解析からの機構運動パラメータ設計技術・揺動自公転機構を開発し、高効

率・安定量産ができる装置技術を開発する事である。 

本年度は小型プラスチック光学素子を真空中でも安定して保持する静電チャック試作品完成、及び、光

学素子付着部以外の電荷影響抑制（絶縁シート）のテストを行った。また、種々の形状光学素子に対応す

るために蒸着物質の飛散流動解析からの膜厚均一化シミュレーションソフトを開発した。揺動、自公転機

構についても試作品の開発を開始した。 

・総括研究代表者：北川 清一郎 ナルックス(株)代表取締役社長 

・研究組織：産業界 1社、学界 1機関 

・委員会：2回（10/6、2/21） 

 
(3)戦略的基盤技術高度化支援事業 

「インパクト成形によるアルミ合金製大型矩形電池ケースの量産化技術開発」 

（新規事業：近畿経済産業局受託事業） 

平成 22 年 9 月にスタートした本プロジェクトは 3 年間にわたるプロジェクトの 1 年目で、当財団が事業

管理者として運営および進捗管理を行うものである。本プロジェクトの目的は、高品質・多仕様を要する
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自動車、住宅等向けの二次電池用容器に対する大容量化・大型化・軽量化・高強度化・形状安定・角型化

迅速供給・低価格という厳しい市場要求に対して、適応可能かつ設備改変の自由度が高い矩形電池ケース

インパクト成形工法の実用化を目指す。また、工法実用化には、応力歪特性及び適正アルミ組成等の諸元

明確化の課題があり、これらの解明を行い合金組成諸元確保と量産化技術を確立する事にある。 

本年度は①塑性変形による材料流動の均一化開発、加工熱制御技術開発、②インパクト成形加工に適し

たアルミ合金材料（スラグ）の開発（合金組成諸元の確立、鋳造圧延諸元の検討、打抜き時特性の明確化、

焼鈍条件検討）、③小型インパクト実験装置を立上げインパクト成形加工時における、塑性流動解析技術

の確立、加工熱発生メカニズムの研究を開始した。 

・総括研究代表者：藤川 浩史 藤川金属工業(株)代表取締役専務 

・研究組織：産業界 2社、学界 1機関 

・委員会：2回（10/19、3/2） 

 

（4）戦略的基盤技術高度化支援事業 

「高温環境下における高機能溶射皮膜の研究開発」         （新規事業：近畿経済産業局受託事業） 

   平成 23年 2月 9日にスタートした本プロジェクトは9月 30日までの約8カ月間のプロジェクトで、当財

団が事業管理者として運営及び進捗管理を行うものである。本プロジェクトの目的は、高温環境下での耐

熱衝撃性、耐摩耗性、耐反応性に優れたサイアロン溶射皮膜仕様の研究開発を行うことである。サイアロ

ンとはＳi－Ａl－Ｏ－Ｎ系化合物の総称であり、液晶ディスプレイ用の硝子粉末撹拌装置に採用されてい

る。現在採用されているサイアロン焼結体貼付仕様では、使用する接着剤が高温環境下に耐えられず接着

剤の溶出・サイアロン焼結体の剥離などの課題がある。 

本研究開発では、プラズマ溶射法に適したサイアロン溶射材料の開発を行い、さらにそれらを用いた溶射

施工条件を開発するために形成されたサイアロン溶射皮膜の検証を行う。またここで得られた検証結果か

らサイアロン溶射材料及び溶射施工条件の仕様を選定し、硝子粉末撹拌装置の溶使用寿命を検証した。 

・総括研究代表者：吉田 満 ㈱シンコーメタリコン 技術部部長 

・研究組織：産業界1社 

 
 
４．地球環境技術推進懇談会事業 
本懇談会は、特に地球環境に関わる科学技術の研究開発と産業化を促進するため産学官等の連携による情

報交流、調査研究、提言、共同研究、普及啓発等を展開した。 

 

＜委員会活動＞ 
(1)地球環境技術推進懇談会 

環境ビジネスを実現するための情報交流、新規テーマ企画立案を進めるため、講演会、見学会を開催し

情報交流を行うとともに、幹事会を中心に企画検討を行った。 

・委員長：中谷 秀敏  (財)大阪科学技術センター評議員、 大阪ガス(株)顧問  

・産業界：15 社、学界 14 名、官界 8名、団体 6名 

・総 会：1 回(3/10) 

・見学会：4回（6/25、9/30、12/15、2/17） 

・講演会：4回（8/5、9/13、11/30、1/31） 
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＜活動内容＞ 
【情報交流・調査研究事業】 
(1)再生可能エネルギー研究会 

再生可能エネルギー研究会では、バイオマスエネルギーを中心に太陽光、風力、地熱などの持続可能エ

ネルギーを技術面だけでなく社会面からも検討する研究会として、平成 21 年度よりスタートした。今年度

は、スマートグリッド、水力、森林バイオマスの事例調査等に産学官から専門家を講師に招き、今後の動

向について調査研究を進めた。 

 ・主査：武田 信生  立命館大学 客員教授 

 ・産業界15社、学界2名 

 ・研究会：3回（7/21、11/18、2/25） 

 

（2）水再生・バイオソリッド研究会 

下水道に流入する全ての汚水を水資源として再生すること、汚泥すなわちバイオソリッドを資源として

有効活用することを目指し、その最先端技術の調査研究を行っている。今年度は、下水道事業における資

源循環の事例調査と水行政等の調査研究を行った。 

 ・主査：田中 宏明 京都大学 教授 

 ・産業界9社、学界1名、団体1機関 

 ・研究会：2回（7/26、12/7） 

 

 

５．関西安全・安心を支える科学技術推進会議事業 
平成 19 年度から開始した本推進会議は、安全・安心を支える科学技術の研究開発と産業化への取り組みお

よび安全文化の構築を強化・推進していくことを目的に、産学官による分野横断的な研究コミュニティを形成

し、新技術の開発や新産業の創出、安全文化の構築、研究開発プロジェクトの提案に向けた活動を展開してい

る。活動中の研究会を継続・発展の検討を行うとともに、技術調査を通じたメンバー企業への情報提供等に供

する活動を行った。 

 

＜委員会活動＞ 
(1)関西安全・安心を支える科学技術推進会議 

本会議は、安全・安心を支える科学技術を推進するため、技術開発課題や研究会テーマの探索、人的ネ

ットワークの形成、調査・提言活動を実施している。シンポジウムの開催や調査研究報告書のとりまとめ

などを通じて活動成果の普及啓発を行った。 

・委員長：齊藤 紀彦 （財）大阪科学技術センター 会長 

・顧 問：鷲田 清一 大阪大学 総長 

松本 紘  京都大学 総長 

・産業界52社、官界11名、学界10名、団体4名 

・推進会議1回（6/16） 

・シンポジウム1回（6/16） 

 

 

＜活動内容＞ 
(1)暮らしの安全安心研究会 

昨年度からの継続として、「暮らし」における人間活動を安心安全の側面からどう支援するかという視
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点から、カメラ、センサ等による情報基盤のあり方と、見守りサービス、危機管理サービス等についてサ

ービスサイエンスとの関連も考慮しながらシステム構築を行う技術、方法論等について調査・研究を進め

た。また、プロジェクト化の検討も行った。 

・主 査：美濃 導彦  京都大学 情報環境機構長 兼 C.I.O 副理事 教授 

・産業界 9社、学界 8名 

・研究会：4回（5/21、7/23、10/28、1/28）、幹事会：1回（3/14） 

 

(2)食と健康のためのユビキタス情報基盤研究会 
「食」と「健康」に焦点をあて、個々の生活者が自らの健康状態に関わる計測データとインターネット

から得られる情報を統合的に管理して日常生活レベルでそれを活用し、安全・安心で高品質の生活を楽し

めるようにするためのユビキタス情報基盤について調査・研究を進めた。これまでの食や予防医学的な取

組をベースとし、特に「これからの子供の健全育成」に焦点を当てた取組みを行った。   

さらにスポーツや子供の健全育成に関する情報を提供できる基盤、ツールを開発するためのプロジェク

ト提案等を検討した。 

・主 査：安田 昌司  滋賀県立大学 地域産学連携センター 教授 

・顧 問：西田 豊明  京都大学大学院情報科学研究科 教授 

・産業界 5社、学界 3名 

・研究会：4回（10/25、12/3、2/7、3/8） 

 
 
６．大阪科学賞 

昭和 58 年度に創設され本年度 28 回を迎える本賞は、創造的科学技術の振興を図り、21 世紀における新

たな発展と明日の人類社会に貢献することを目的として、将来有望な若手研究者で顕著な研究成果を挙げ

られた方（2 名）に対し授与する。（大阪府、大阪市、(財)大阪科学技術センターの三者による主催。(財)

千里ライフサイエンス振興財団が共催。） 

運営は主催者三者で構成する運営委員会で行い、受賞候補者の公募を実施した。選考委員会で多数の応

募より選考した結果を、運営委員会に推薦し、以下の受賞者2名を決定した。 

 

熊ノ郷 淳 氏（大阪大学免疫学フロンティア研究センター微生物病研究所 感染病態分野 教授 

  業績：免疫セマフォリン分子群の同定による新規免疫制御機構の研究 

笹井 芳樹 氏（(独)理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 器官発生研究グループ  

グループディレクター 

      業績：脳発生の制御原理の解明と試験管内再現 

 

  ・第 28回大阪科学賞表彰式・記念講演会 

開催日：10月 29日 15:00～17:00 

場 所：大阪科学技術センター 8階大ホール 

内 容：表彰式・受賞者講演 

参加者：191名 

・選考委員会 2 回(5/10、8/30)、運営委員会 3 回(4/27(2 回)、9/3)、幹事会 3 回(7/22、8/18、

2/23) 
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ⅢⅢⅢⅢ    ニューマテリアルセンターニューマテリアルセンターニューマテリアルセンターニューマテリアルセンター事業事業事業事業    

 

 わが国産業界の国際競争力向上に資する観点から、国家施策に沿った事業として金属系新
素材の標準化とそれに関連する研究開発を推進してきた 
標準化事業に関しては、国際標準化に重点を置いてテーマの選定と提案に努めた。また金
属系新素材標準化のナショナルセンターとしての社会的使命と責任を果たすべく、過去 25
年間に制定に関与してきた100件余の国内外標準のメンテナンスを継続して行った。 
研究開発事業に関しては、ニューマテリアルセンターの特質に鑑み、基本的にハードを伴
う研究開発から、人材等ソフトを活用できる調査研究にシフトした。また地域中小企業の技
術開発支援のため、国の支援事業に応募し、積極的な事業展開を図った。 
 

＜委員会活動＞ 

１．ニューマテリアルセンター運営委員会 
(1)運営委員会 

・委員長：戸﨑 泰之 （財）大阪科学技術センター副会長、住友金属工業（株）取締役副社長 

・産業界16名、官界5名、学界1名 

 ・第 50回運営委員会（8月 2日） 

   平成 21年度事業報告(案)・収支決算(案)について 

   平成 22年度事業計画(案)・収支予算(案)について 

 (2)運営会員総会 

   ・産業界22社 

・第 24回運営会員総会（8月 2日） 

 平成 21年度事業報告(案)・収支決算(案)について 

 平成 22年度事業計画(案)・収支予算(案)について 

 (3)幹事会 

・幹事長：松田 裕男 住友電気工業（株）研究統括部管理部長 

・産業界9名、官界1名 

・第 68回幹事会 

 平成 21年度事業報告(案)・収支決算(案)について 

 平成 22年度事業計画(案)・収支予算(案)について 

 

 

＜活動内容＞ 

１．標準化事業  
(1)輸送機器の軽量化板材の2軸引張試験方法に関する標準化事業 

 (新エネルギー・産業技術総合開発機構受託事業(日本大学外注)) 

輸送機器の軽量化用板材料としてはアルミニウム合金、高張力鋼等が使用されているが、これらは、延

性に乏しく成形不良（破断、スプリングバック等）を発生し易い。この難点を解決するためには、有限要

素法を用いた成形シミュレーションにより成形不良を事前予測する必要がある。このシミュレーションで
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成形性を高精度に予測するには、シミュレーションソフトウェアに組み込まれる材料モデルの高精度化が

必須であり、そのためにはブレス部品製造時の応力状態に近い 2 軸引張試験法に基づくデータを得ること

が必要である。 

そこで軽量化用板材料の適用拡大を促進するために、これら材料の 2 軸応力試験法について合理的評価

試験方法を開発、標準化することとした。平成 20～21 年度に NEDO の委託を受けて標準化の調査研究を実

施し、ISO提案用WD（作業原案）を作成した。 

平成 22 年度は、10 月に ISO/TC164/（金属の機械試験）SC2（延性）へ新規プロジェクトとして提案し、

平成23年 1月に承認された。 

 

・委員長：桑原 利彦  東京農工大学大学院 教授 

・産業界 13社、学界4名、官界1名 

・委員会：2回開催（10/1、 1/25） 

・期 間：平成22年 4月～平成23年 3月 

 

(2)遮熱コーティングの健全性評価試験方法の国際標準提案事業 
 (新エネルギー・産業技術総合開発機構受託事業(首都大学東京外注)) 

ガスタービンの高温部材に使用する遮熱コーティングの健全性を評価する試験法として平成 20 年 1 月に

JIS H8451:遮熱コーティングの熱サイクル、熱衝撃試験方法を制定した。 

上記 JIS をベースにする日本主導の国際標準化を計るべく、平成 21 年度に、ISO/TC107（金属及び無機

皮膜）／WG1（溶射）へ新規作業項目（NP）として提案し、8月に承認、 登録された。 

平成 22 年度は計画通り、8 月に CD（委員会原案）として承認され、更に DIS（Draft International 

Standard国際規格原案）を作成し、各国の賛同を得て賛否投票に掛けることになった。 

 

・委員長：川崎 亮  東北大学大学院 工学研究科 教授 

・産業界 8社、学界3名、官界3名 

・委員会：3回開催（11/2、 2/1、 3/11） 

・期 間：平成22年 4月～平成23年 3月 

 

 (3)ポーラス金属の圧縮試験方法の国際標準提案事業 

 (新規事業：新エネルギー・産業技術総合開発機構受託事業(首都大学東京外注)) 

自動車の軽量化と衝突安全性を目的に、ポーラス金属を自動車のクラッシュボックスやボンネット等に

適用することが検討されている。その為にはポーラス金属について衝撃吸収特性などの耐衝撃性能を評価

する試験方法の開発、標準化が不可欠である。 

平成 19 年度より平成 21 年度まで新規に高速圧縮試験方法の標準化調査研究を NEDO の委託を受けて実施

した。 

①静的圧縮試験方法に関しては JIS をベースとする ISO 提案を ISO/TC164 に行い、承認され、更に平成

21年度にはCDとして承認された。 

平成 22 年度には平成 22 年 5 月～9 月（5 ヶ月間）の賛否投票が行われ、計画通り DIS として承認された。 

②高速圧縮試験方法は、ISO 原案を作成し、TC164/SC2 に NP として提案し、平成 23 年 3 月 30 日～6 月

30日（3ヶ月間）で賛否投票を開始した。 
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・委員長：金武 直幸  名古屋大学大学院 工学研究科 教授 

・産業界 11社、学界 9名、官界 1名 

・委員会：4回開催（10/4、 12/13、 2/4、 3/8） 

・期 間：平成22年 4月～平成23年 3月 

 

(4)ＪＩＳ原案の作成                       

 ①ポーラス金属の高速圧縮試験方法                                   （新規事業：自主事業） 

   平成 19～平成 21 年度に新エネルギー・産業技術総合開発機構から委託を受けて実施したポーラス金属の

高速圧縮試験方法の標準化事業は、平成 22 年度は JIS 素案を精査して、JIS 原案を作成し、METI へ JIS 申

請を行った。 

 

・委員長：金武 直幸  名古屋大学大学院 工学研究科 教授 

・産業界 7社、学界 5名、官界 1名 

・幹事会：2回開催（5/21、 8/11） 

・委員会：1回開催（12/13） 

・期 間：平成22年 4月～平成23年 3月 

 

②形状記憶合金のＪＩＳ改正                       （（財）日本規格協会委託） 

 平成 22年度は 次の 2件について規格協会の委託を受けてJIS改正原案を検討した。 

①JIS H 7103:Ti－Ni形状記憶合金の引張試験方法 

②JIS H 7105:形状記憶合金コイルばねの荷重試験方法 

 

・委員長：古城 紀雄  大阪大学 世界トップレベル研究拠点 教授 

・産業界 4社、学界 6名 

・幹事会：1回開催（7/10） 

  ・期 間：平成22年 4月～平成23年 3月 

 

 

 (5)ＩＳＯ／ＴＣ２０１／ＳＣ６幹事国業務                 ((財)日本規格協会受託事業) 

「表面化学分析技術の標準化」は、ISO/TC201 および TC202 に対応するものとして、平成 15 年度からは

（財）日本規格協会の事業として継続している。 

平成 22 年度も、ニューマテリアルセンターが担当している ISO/TC201/SC6Ｉ（二次イオン質量分析法）

の幹事国業務を継続して行った。新規作業グループ（NWI：米国）1 件の立ち上げ支援と、CD12406（シリコ

ン中のヒ素の深さ方向定量方法）および CD13084（TOF-SIMS における質量スケ－ルの校正方法）を DIS 段

階へ進展させ、ISO 登録を行った。DIS14237（シリコン中に均一に添加されたボロンの原子濃度の定量方

法）についてもISO登録を行った。 

 

・委員長：本間 芳和  東京理科大学 教授 

・産業界 14 社、学界 2 名、官界 3 名 

・委員会：3回開催（7/14、 10/29、 2/4） 

・期 間：平成 22 年 6月 10 日～平成 23 年 3月 10 日 
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 (6)平成 22年度国際回答原案作成                     ((財)日本規格協会請負事業) 

ISO/TC201/SC6（二次イオン質量分析法）の国際回答原案作成調査を行った。平成 22 年度における回答

案件は、前項(5)に記載のNWI1件、DIS2件（ISO12406、ISO13084）およびFDIS14237である。  

・委員長：本間 芳和  東京理科大学 教授 

・産業界 14 社、学界 2 名、官界 3 名 

・委員会：3回開催（7/14、 10/29、 2/4） 

・期 間：平成 22 年 4月 1 日～平成 23 年 3月 1 日 

 

 

２．研究開発事業 
(1)戦略的基盤技術高度化支援事業「鋼管製造における回転式連続プレス加工法の開発」 

（近畿経済産業局受託事業） 

自動車産業における軽量化・低コスト化の要求に対応するため、高張力鋼板やアルミニウム合金など難

加工材の鋼管成形加工法が求められている。二次元成型法としては理想的であるが生産性に問題のあるプ

レス成型法の弱点を克服する新しい回転式連続プレス加工法を開発することを目標に活動を進めている。 

平成 21 年度の経済産業省・戦略的基盤技術高度化支援事業へ提案し、採択された。平成 22 年度は第 2

年度に当たり、継続して活動を行い、目標通りの成果を上げた。 

・委員長：木内 学  木内研究室 代表（東京大学名誉教授） 

・産業界 1社、学界 3名 

・委員会：4回開催（8/4、 12/8、 1/28、 3/10） 

・期 間：平成 22 年 4月 1 日～平成 23 年 3月 31 日 

 

(2) 戦略的基盤技術高度化支援事業「長寿命・微細ＰＣＤ(コバルト焼結ダイヤモンド)金型部品の開発」 

（新規事業：近畿経済産業局受託事業） 

携帯電話を始めとする情報家電の発展に伴い、各種電子部品の需要が増加しており、製造に使用される

金型に対して、高精度・微細化や長寿命化の要求が強まっている。PCD（コバルト焼結ダイヤモンド）は、

これらの要求にこたえる材料として有望視されているが、金型エッジ部の健全性や金型製造時の熱応力に

よる破損などの問題があり実用化に到っていない。PCD 実用化上の課題解決のため、光励起による研磨法や

高精度の放電加工法、熱応力を低減する接合技術などを開発することを目標に活動を進めている。 

平成 22 年度の経済産業省・戦略的基盤技術高度化支援事業へ提案し、採択された。平成 22 年度は初年

度に当たり、計画通り研究体制と環境を整備した。 

・委員長：和泉康夫 ㈱新日本テック 代表取締役社長   

・産業界 9社、学界 3名、官界 2名 

・委員会：3回開催（9/17、 11/17、 2/25） 

・期 間：平成 22 年 8月 6 日～平成 23 年 3月 31 日 

 

 

３．材料技術振興基盤の整備事業 
(1)事業企画・技術交流活動の推進 

 ①新素材関連団体との連携 

材料技術振興政策を推進する経済産業省の原局原課の関係者と新材料開発および試験評価方法の標準化
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などを推進する下記 6 団体の代表者が一堂に会する｢新素材関連団体連絡会｣に参加し、新材料の開発・利

用促進に関する情報の交換を行った。 

［新素材関連団体］ 

(財)金属系材料研究開発センター(ＪＲＣＭ) 

(財)化学技術戦略推進機構(ＪＣＩＩ) 

(財)ファインセラミックスセンター(ＪＦＣＣ) 

(社)日本ファインセラミックス協会(ＪＦＣＡ) 

(社)ニューガラスフォーラム(ＮＧＦ) 

(財)大阪科学技術センター付属ニューマテリアルセンター(ＮＭＣ) 

 

(2)普及・広報活動 

NMC 事業活動を通じて得られた成果や最新の技術情報などについては、できるだけ迅速かつ的確に会員企

業の技術者・研究者に提供するために下記事業を展開した。 

①NMCニュースレターの発行 

NMC の各種事業に関する活動状況と行事予定、新技術・新素材の開発動向に関する情報提供の媒体として、 

毎月発行して会員サービスの充実を図った。 

②NMC講演会の開催 

国の施策、先端材料、先端技術の紹介を中心に会員企業の関心の高いテーマを取り上げて講演会を開催す 

る。上期は特別講演会を実施した。 

 

 

４．学協会の地域活動支援事業 
(1)｢日本鉄鋼協会関西支部・日本金属学会関西支部｣の活動支援 

日本鉄鋼協会・日本金属学会関西支部の講演会、見学会、材料セミナーなどの活動を支援した。 

総会：2 回（4/7、 2/1）、支部理事会：4 回（4/7、 7/16、 10/8、 2/1）、支部評議員会：3 回（4/7、  

10/8、 2/1）湯川記念講演会：2回（4/7、 10/8）、本多光太郎記念講演会：1回（7/16）、支部講演 

会(2/1) 

 

(2)｢ＭＨ利用開発研究会｣の活動支援 

水素吸蔵合金の利用促進を図ることを目的とした「ＭＨ利用開発研究会」にて、合金開発、応用利用に

係わる研究者を対象にした情報交流、情報交換などの研究会運営を支援した。 

総 会：1回(4/22)、研究会：3回(4/22、9/8、2/9)、シンポジウム：1回(9/8)、 

幹事会：2回(4/22,2/9) 
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ⅣⅣⅣⅣ    地域開発促進事業地域開発促進事業地域開発促進事業地域開発促進事業 

 

地域開発委員会において、国及び地方自治体の地域開発計画や産業界ニーズに機動的に
対応しながら、効果的・効率的に関西地域を中心とする地域開発・地域活性化の推進に取
り組んだ。 
本委員会事業においては、昨今の環境変化を見据え、今後の近畿地域の再活性化を目指
して社会基盤整備の強化に関する情報交流や調査研究、提言内容の実現化に向けた活動等
を行った。 
 

１．地域開発委員会事業 
地域開発委員会のもとに、関西地域における科学技術・産業基盤の強化、地域活性化を促進するため、産学

官等の連携による情報交流、調査研究、提言、普及啓発等を展開した。 

 

＜委員会活動＞ 
(1)地域開発委員会 

委員会及び幹事会においては、各事業の報告及び計画について審議するとともに、これからの事業方針に

ついて検討した。 

・委員長：中本 修司 (株)大林組常務執行役員 

・産業界 28 社、学界 7名、官界 18 名 

・委員会：1回（3/17） 

・幹事会：1回(3/8) 

 

＜活動内容＞ 
【情報交流・調査研究事業】 

(1)大阪ベイエリア・都市再生部会 

大阪ベイエリアや京阪神都市圏における開発整備や都市再生のあり方を調査研究・提言することで、関西

の活性化に寄与することを目的に、各種活動を推進した。 

とりわけ調査研究活動においては、大阪湾ベイエリアを中心とした関西が抱える課題や必要な方策の抽出

を図った結果、平成 23 年度以降の調査研究対象地域を夢洲・咲洲地区としたほか、同地区において今後調査

すべき事項として想定されるもののうち、一部を事前に調査した。また、平成 21 年度に取りまとめた「企業

コミュニティによる地域防災戦略構想」の構想実現化に向けて、関係団体への働きかけを行った。 

・部会長：吉川和広 京都大学名誉教授、 (財)関西空港調査会理事長 

・産業界：11 社、学界 7名、官界 7名、団体 1名 

・部会：1回(3/15) 

・幹事会：2回(10/14、3/1) 

・先進事例調査：2回(1/25、3/3) 

・ベイエリアフォーラム：1回(3/15) 

・ベイエリア課題抽出研究会：4回(11/30、1/25、2/18、3/1) 

・企業地域防災ＷＧ－意見交換会（大阪商工会議所と共催）：5回(9/16、10/28、12/9、2/8、3/11) 



41 

 

(2)住宅産業フォーラム21 

住宅産業の先進地域である関西を舞台に産・学・官が集まり、住宅産業のありようについてソフト・ハー

ドの両面から幅広く討議し、環境に適合する 21 世紀に相応しい新しい住宅産業像を追及するとともに、その

成果を社会一般に広く公開することを目的に発足した本フォーラムは、本年度で創立15年目を迎えた。 

今年度は年間テーマを「低炭素社会を見据えた長期優良住宅とビジネスモデルのこれから」として、低炭

素社会構築への道筋を見出すべく、各種活動を推進していった。また、年度末には「低炭素社会に向けて住

宅・建築とエネルギーのあり方を考える」と題して、一般公開形式でのシンポジウムを開催した。 

・座 長：巽 和夫 京都大学名誉教授 

・副座長：柏原 士郎 武庫川女子大学教授 

・産業界 13 社、学界 5名、官界 12 名、個人 8名、団体 1名 

・フォーラム：4回(6/24、7/27、10/22、12/11) 

・シンポジウム：1回(3/22) 

・視察研修会：1回(7/29、8/4) 

・若手研究会：1回（8/4） 

・企画幹事会：8回（4/12、5/27、6/24、7/27、10/22、12/7、1/20、3/22） 

 

(3)30年後の住まいづくり社会を構想するプロジェクト                  

（新規事業：(社)住まい・まちづくり担い手支援機構 補助事業） 

本事業は、国土交通省がする「平成22年度住まい・まちづくり担い手事業（長期優良住宅等推進環境整備

事業）」に、住宅産業フォーラム21の活動の一環として前年度に引き続き応募し、採択されたものである。 

本事業では、住宅産業の再編を視野に、居住者参加・目線の尊重、地域に根差した建築士の活躍の場の創

出を念頭に、今後30年程度の期間の中で変化する住宅市場、供給体制、ライフスタイル、居住者参加の態様

等を予想した。さらに、それらの変化に対応して展開されるべき「居住者がアクセスしやすい住宅産業」、

「エリア・アーキテクト構想～建築士が活躍する住宅産業～」、「インフィルの新規ビジネスモデル」の3つ

のモデルの可能性、現実性を検討し、その成果を対外向け報告書として取りまとめた。 

・代 表：古阪 秀三 京都大学准教授 

・産業界3社、学界8名、個人8名 

・30年後の住まいづくり構想研究会：5回(8/9、9/23、10/19、12/2、2/22) 
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Ｖ．Ｖ．Ｖ．Ｖ．ビルビルビルビル利用促進事業利用促進事業利用促進事業利用促進事業    

    

大阪科学技術センタービルは当財団の基本財産であり、その運用益が公益的事業の財政基
盤となっている。当ビルは、科学技術の振興に係わる事業を行う機関としての役割を担う他、
貸会議場、貸事務所等や一般に開放された最新の科学技術展示等の用途もあり、公共性の高
い施設であるため、科学技術関連の入居団体および、関係諸団体と連携し、一層のビル利用
促進を積極的に推進している。 
本年度は、当財団創立 50 周年を迎え、主要集客部分となる大会議室やレストランのリニ
ューアル工事の実施、会議室の新設等を行い収益の向上を図った。その他、環境負荷低減の
ための排出エネルギーの抑制や廃棄物の減量および分別収集など資源リサイクル活動も積極
的に推進した。 
  

１． ビル運営 
(1) テナント事業 

① 新規テナント誘致活動 

・6階に事務室を新設しテナント誘致、8月に新テナント入居。              (8月 1日) 

② 入居テナントの継続確保 

③ ビル集客増加の取り組み 

・7階レストランのリニューアル ･･･ 一般利用を可能としランチタイムをはじめリニューアルにより 

レストランでの多様なパーティ利用が容易となり集客性が向上。 

(7月 31日～9月 30日) 

(2) 貸会場事業 

 ①会場利用率向上への取り組み 

1)8階大ホール改修工事    ･･･ 紺を基調に全体に落ち着いた内装とし座席幅を広げ居住性が向上。 

 (4月 24日～6月 30日) 

2)1階・7階会議室新設工事   ･･･ 2つの異なったタイプの会議室を新設し多様なニーズに対応。 

1Ｆ会議室(9月オープン)、 700号室(10月オープン)  

(7月 31日～9月 30日) 

   3)貸会議室用ネットワーク機器一部取替・再構築 ･･･ 情報セキュリティ強化      (12月 28日) 

②貸会場利用促進 

・貸会場利用促進を積極的に推進するため、PR活動、営業活動の強化を図った。 

1) 主要顧客および新規顧客への営業活動の実施（随時） 

2) ネット活用による広報（毎月平均508件に案内メール送信） 

3) インターネットサイトによる広報  

・ホームページの活用による会場利用促進（初回割引実施） 

・会場検索サイト2社の活用（会議室.com、イベントスペース関西） 

4) 新規利用者獲得のための貸会場案内ＤＭ発送（8月 18日：1921件、11月 24日：2003件） 

5) 新会場およびリニューアル会場の広報 （7月、9月、10月） 
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6) 近隣 7ホテルとの提携（特別価格での宿泊が可能） 

 

    ③貸会場利用状況（4月～3月） 

室名 401 402 403 404 405 大ﾎｰﾙ 中ﾎｰﾙ 小ﾎｰﾙ B101 B102 多目的 

件数 149 234 215 130 177 146 207 162  142 144 72 

室名 1F会議 600  601 602  603  605  700  701  702  703 合計       

件数 24 106 134 110   75   90 39 78   72   54 2560     

※昨年度実績 合計 1867件 
    
２．ビル維持管理 
(1)ビル改修工事 

 ①老朽部の改修   

    1) 1階共用部改修工事（玄関ホール照明器具更新、天井・壁塗装等）               (5月 5日) 

    2) 3階事務室改修工事（各部を1室に集約）                (4月 17日～5月 5日) 

②破損・故障部の修繕  

 1) 地下 2階給水管漏水補修工事                        (5月 1日～3日) 

 2) 地下 2階冷温水ポンプ修理工事                          (11月 25日) 

 ③ビル設備整備 

  1)1階集合新聞・郵便受け修繕整備工事                       (6月 20日) 

  2) ビル内地デジ対応工事                             (11月 29日) 

   3)1階レントゲン車用電源設置工事                         (12月 16日) 

(2)ビル設備保全点検 

①電気設備点検(一般電気設備点検、高圧受変電設備精密点検)                (6月 6日、11月 23日) 

②消防設備総合点検および報告                                   (4月 4日、10月 3日) 

③ビル内主要設備点検整備 

(自動ドア･エレベーター･空調･通信等の設備定期点検および整備、給排水槽設備点検･清掃他) (随時) 



44 

 

ⅥⅥⅥⅥ    総総総総    合合合合    企企企企    画画画画    活活活活    動動動動    
 

 

当センターの事業運営全般に関わる企画・調整活動に加え、科学技術振興基盤の整備を図
るために賛助会員をはじめとする関係機関との連携強化に取り組むとともに科学技術分野に
関する情報発信機能の整備など科学技術情報等のプラットフォームづくりに向け、広く産業
界に賛助を呼びかけた。また、主務官庁を通じて科学技術振興のための企画、公益法人改革
への適切な対応などの総合企画活動を行った。さらに、創立 50 周年を記念した式典やイベ
ント等の各行事を開催した。 
 

＜活動内容＞ 
１．役員会などの開催 
(1)理事会の開催 

・第 87 回通常理事会（6月 24 日） 

平成 21 年度事業報告ならびに同収支決算 

評議員の選出 

会長・専務理事・常務理事の選任について 

   事務局長の任免について 

   顧問の委嘱について 

   ・臨時理事会（12月 22日） 

上期事業報告及び決算見通しについて 

公益法人制度改革への対応について 

常勤役員報酬規程の改正について 

・第 88回通常理事会（3月29日） 

平成 23 年度事業計画並びに同収支予算について 

評議員の選出について 

常務理事の選任について 

公益法人制度改革への対応について 

(2)特別役員会の開催（平成22年 6月 30日迄は、正副会長会議） 

・第 189 回正副会長会議（6月 24 日） 

・第 1回特別役員会（12 月 22 日） 

・第 2回特別役員会（3月 29 日） 

(3)評議員会の開催 

・第 28 回通常評議員会（6月 24 日） 

平成 21年度事業報告並びに同収支決算について 

任期満了に伴う理事・監事の選任について 

・臨時評議員会（12月 22日） 

上期事業報告及び決算見通しについて 

公益法人制度改革への対応について 

・第 29回通常評議員会（3月 29日） 
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平成 23 年度事業計画並びに同収支予算について 

理事の選任について 

公益法人制度改革への対応について 

(4)参与会の開催 

 ・第 1回参与会（12月 22日） 

上期事業報告及び決算見通しについて 

(5)総務委員会の開催 

委員長：岩根 茂樹  関西電力（株)常務取締役 

産業界：29名 

・第 123 回総務委員会（6月 7日） 

・第 124 回総務委員会（12 月 7日） 

・第 125 回総務委員会（3月 8日） 

 

 

２．賛助会員対策活動 
 (1)新規会員の勧誘および既存会員の継続 

優良企業などに広く賛助会員への入会を勧誘するとともに、既存会員への情報提供をはじめ、機関誌の

送付など、会員サービスの充実に努めた。 

 
賛助会員状況 （平成 23年 3月末現在） 

会 員 総 数 371 社 860 口 
新 入 会 員 9 社 9 口 
復 会 会 員 2 社 2 口 

増 口 会 員 （0 社） 0 口 

減 口 会 員 （11 社） 18 口 

休 会 会 員 12 社 17 口 

退 会 会 員 26 社 26 口 

 

(2)会員の事業参画への推進 

  会員に対して、事業紹介や公開シンポジウムなどの情報提供を行い、積極的に事業参画の推進を図った。 

 

(3)会員向け情報の提供 

  機関誌「the OSTEC」、メールマガジン、ホームページ等の各種情報媒体を通じて、各種事業や講演会、見

学会、関連団体が実施するイベント等の情報の提供を行った。 

 

(4)叙勲、国家褒章、文部科学大臣賞などの顕彰候補者の推薦 

 ①国家表彰  

1)平成 22年度受賞件数     0件 

2)平成 23年度推薦件数     1件 

②文部科学大臣賞 

1)平成 22年度受賞件数     2件 

・科学技術賞 開発部門 

業績名「半導体超微細加工用エキシマレーザーリソグラフィ技術の開発」 



46 

 

受賞者：笹子 勝 氏 パナソニック(株)セミコンダクター社 チームリーダー 

・科学技術賞 開発部門 

業績名「静電霧化技術を用いた空質改善デバイスの開発」 

受賞者：山内 俊幸 氏 パナソニック電工(株)電器Ｒ＆Ｄセンター 技監 

須田 洋  氏 パナソニック電工(株)電器Ｒ＆Ｄセンター 技師 

2)平成 23年度推薦件数     1件 

 
 

３．科学技術振興基盤の整備事業 
科学技術の振興と関西産業発展のための基盤を整備するため、次の諸事業を実施した。 

 

(1)創立 50周年記念事業の実施 

  記念事業の実施に当たり、下記の記念事業を実施した。 

①記念式典行事 

   日時：11月 5日(金)15：00～18：30 

   会場：8階ホール・ロビー 

1)記念式典 15：00～15：40 大ホール 

・来賓挨拶：近畿経済産業局 地域経済部長  国吉 浩 氏 

            大阪府 商工労働部次長     金田 透 氏 

大阪市 副市長         森下 曉 氏 

・功労者表彰：功労者 個人 19名 法人 9社 団体 7団体を表彰 

2)記念講演会 15：45～17：10 大ホール 

「環境革命の時代へ ～生物を科学する未来づくり～」 

東京都市大学 環境情報学部教授、中部大学 応用生物学部教授、生物多様性 

広報・参画推進委員会座長 涌井 雅之 氏 

3)記念祝賀会 17：15～18：30 中・小ホール 

 ②記念誌の発行(A4判カラー印刷48頁、記念DVD付属) 

  センター草創期から現在に至る 50 年の歩みと事業紹介を、50 周年記念誌「半世紀のあゆみ」に掲載、 

 記念式典参加者、賛助会員およびセンター関係者に配布した。 

③記念事業｢夢の科学アイデアコンテスト｣の実施 

  ・「未来の技術をレポートせよ」をテーマに、小学生(4～6 年生)を対象に、世界中に伝えたい未来の

科学技術を新聞記事形式で表現した作品を募集した。 

広  報：大阪府下の小学校中心に、近畿圏の小学校、科学館、図書館にチラシを配布 

   応募件数：339件  

審査結果：大阪科学技術センター賞(最優秀賞)1件、協賛企業賞(優秀賞)24件 を決定 

表 彰 式：11月 13日(土) 10：00～11：00 

作品展示：入賞作品25点を、11月 13日～12月 27日の間、館内に展示した。 

④記念イベント｢夢の科学フェスティバル｣の実施 

・「未来の暮らしを体験しよう！」をテーマに、11月の土日4日間に亘り、イベントを実施した。 

広  報：朝日小学生新聞、新聞折込等により広報を実施。 

   実施内容：11月 13日(土)～14日(日) 
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・今と昔の科学技術の展示、ロボット展示・デモ、燃料電池自動車展示･試乗、実験教室等 

11月 27日(土)～28日(日) 

・今と昔の科学技術の展示、ワークショップ､電気自動車展示･試乗等 

参加人数：11/13：2,812名､ 11/14：2,743名､ 11/27：3,557名､ 11/28：3,268名  4日間合 

計:12,380名 

 

(2)科学技術政策提言 

関西における地域再生拠点整備に、研究開発機能や科学技術振興機関が果たすべき役割についての提言 

を行うべく検討を行った。また、産学官連携による新産業創造をねらいとして組織された「関西イノベー

ション創出推進委員会」（関西サイエンス・フォーラム）では事務局を務め、同委員会の活動を推進した。 

 ・委員長：齊藤 紀彦（関西電力(株) 副社長、(財)大阪科学技術センター 会長） 

 ・委員会：産業界6名、学界4名、団体7名、官界1名 

 ・ワーキンググループ：産業界6名、学界4名、団体7名、官界1名 

 ・委員会：1回（7/13） 

・ワーキンググループ：2回（4/5、7/13） 

(3)広報活動 

ホームページ、機関誌による当財団事業の活動計画・成果などの広報活動、及び関西地域における科

学技術等に関する関連機関のイベント情報を幅広くメールマガジンで発信するなど、科学技術情報等の

プラットフォームづくりを図った。また、大阪科学・大学記者クラブに加盟する報道機関との連携を図

り、適宜、各機関のプレスリリース、成果発表などの広報支援活動を行った。 

 
①記者発表 

1)第28回（平成22年度）大阪科学賞受賞者決定の発表について（9月10日） 

2)近畿地区7高等専門学校と大阪科学技術センターとの産学連携事業実施に係る覚書の発表について 

（3月 17日） 

②記者投げ込み 

1)「第4期科学技術基本計画策定に対する要望書」の記事掲載方お願いについて（4月27日） 

2)大阪科学技術館 特別展のご紹介－靱公園「いのちの森」のものがたり－生きものとの共生・生物多様 

性公園をめざして！（5月7日） 

3)第28回（平成22年度）大阪科学賞受賞候補者の募集について（5月21日） 

4)小・中学生のものづくりについて考える「マトリクス・ジュニア工作教室」開催（7月29日） 

5)大阪科学技術館－来館者1000万人達成セレモニー－取材並びに紹介記事掲載のお願い（8月18日） 

6)第99回OSTEC講演会－英国総領事館・大阪科学技術センター・大阪国際サイエンスクラブ共催－ 

「科学－経済成長への道」（9月17日） 

  7)(財)大阪科学技術センター創立50周年記念式典ならびに記念イベントの開催のご案内（11月2日） 

   8)第 28回大阪科学賞表彰式・記念講演会受付名簿の紛失について（11月 12日） 

   9)第 21 回 LSS イベント「あなたの疲れには理由がある～ストレスと疲労を科学する～」開催ご案内（1 月 7 日） 

 10)「nanotech2011」にて新規成果の発表（大阪科学技術センターブース）（2月9日） 

(4)情報提供活動 
①ＯＳＴＥＣ講演会および見学会の開催 
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内外の科学技術動向や先端技術開発課題に加え、センターの事業成果から時宜に合ったテーマを選定

し、賛助会員等を対象に講演会を開催した。また、新技術を導入している企業の工場や地域の産業技術に

係る興味深い施設などの見学会を開催した。 

1)講演会 

・第 99 回 ＯＳＴＥＣ講演会（10 月 7日） 

「科学－経済成長への道」 英国総領事館、大阪国際サイエンスクラブと共催 

講師：ピーター・ウィリアムス氏（王立協会 副会長、英国国立物理学研究所長） 

                           参加者：131 名 

・第 100 回 ＯＳＴＥＣ講演会（12 月 22 日） 

「文化芸術による街づくり」 

講師：蓑 豊 様（兵庫県立美術館館長、金沢 21 世紀美術館特任館長、大阪市立美術館 

名誉館長)                  参加者：100 名 

・第 101 回 ＯＳＴＥＣ講演会（3月 15 日） 

「科学技術は日本を救うのか」～日本経済の復権と子供達に明るい将来を～ 

講師：北澤 宏一 氏（独立行政法人科学技術振興機構 理事長)  参加者：139 名 

2)見学会 

 ・第 98 回 ＯＳＴＥＣ見学会（10 月 19 日)関西サイエンス・フォーラムと共催 

   「三井化学(株)大阪工場」                     参加者： 56 名 

 

②機関誌「ｔｈｅ ＯＳＴＥＣ」の発行 

ＯＳＴＥＣが取り組んでいる事業内容を中心として、科学・産業技術に関する施策や動向、産学

官における先端研究などを総合的に掲載した機関誌「ｔｈｅ ＯＳＴＥＣ」を季刊誌として発行し

た。講演会内容の抄録をレクチャーレポートとして掲載すると共に、センターの事業紹介を積極的

に掲載した。 

・2010 Spring（4 月 5日） 

レクチャーレポート：ＬＳＳ企画イベント「美しく歩く～足と靴を科学する～」 

・2010 Summer（7 月 5日） 

レクチャーレポート：「これからのものづくり ～感動する技術を生み出し育てるための提言」 

・2010 Autumn（10 月 5 日） 

レクチャーレポート：「心と体を育む食資源の科学～農学と食品学、そして食育～」 

・2011 Winter（1 月 5日） 

レクチャーレポート ： 大阪科学賞記念講演「セマフォリンによる免疫制御 

─セマフォリンは病気の鍵分子─」 

大阪科学賞記念講演「試験管内で脳発生を再現する」 

 

(5)関係機関との連携  
国などにおける地域技術振興施策の提言活動等、当センター事業の活動を深めていくため、全国の科学技 

術振興機関との情報交流など連携を強化していく。 

①全国地域技術センター連絡協議会 

地域技術の活性化とその振興を通して地域経済の発展に貢献すべく諸活動を展開し、地域振興に関する

要望について検討した（構成メンバー10団体）。 

・事務連絡会   2 回（7 月 1 日：東京、9月 30 日～10 月 2 日：八戸） 

・総会（書面)   1 回（7 月 30 日） 

・政策懇談会   2 回（7 月 1 日：東京、9月 30 日：八戸） 
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